
当初予算案の概要

令和７年２月

相模原市

令和７年度





目   次 
 
 
          
 
１．予算規模 １ 
２．主な施策            ２ 
３．脱炭素社会に向けた取組     ６ 
４．公共施設マネジメントの取組の推進 
                  ７ 
５．防災関連経費の概要       ８ 
６．各局・各区予算の概要  １０ 

市長公室    １０ 
   市民局           １２ 

健康福祉局      １４ 
   こども・若者未来局  １６ 
   環境経済局         １８ 
   都市建設局   ２０ 
   教育局          ２２ 
   消防局    ２４ 
   緑区役所          ２６ 
   中央区役所         ２８ 
   南区役所          ３０ 
   総務局           ３２ 
   議会局           ３３ 
   危機管理局         ３３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
７．一般会計予算案の解説     ３４ 
 １）歳入 ３４ 
   ＊歳入構成の推移 ３５ 
  ①市税 ３６ 
  ②譲与税・交付金      ３７ 
  ③地方交付税        ３７ 
  ④国庫支出金        ３７ 
  ⑤市債           ３８ 
２）歳出（目的別） ３９ 

   ①民生費 ４０ 
   ②衛生費 ４０ 
   ③土木費 ４０ 

④教育費 ４１ 
   ＊目的別歳出構成の推移 ４１ 
３）歳出（性質別） ４２ 

   ①人件費 ４３ 
   ②扶助費 ４３ 
   ③公債費 ４４ 
   ④投資的経費 ４４ 
   ⑤その他経費        ４４ 
   ＊義務的経費と投資的経費の推移

   ４５ 
   ＊消費的経費と投資的経費の推移 
                 ４５ 
 ４）財政調整基金        ４６ 
 ５）市民一人当たりの予算額   ４７ 
８．特別会計、公営企業会計予算案の概要 

         ４８ 
 





 
- 1 -

2,577 
2,893 2,935 3,024 3,072 2,989 3,112 3,286 3,415 

3,750 

1,938 
1,979 1,883 1,912 2,001 1,990 2,014 

2,047 2,036 
2,027 44,,551155  

44,,887722  44,,881188  44,,993366  55,,007733  44,,997799  55,,112266  
55,,333333  55,,445511  

55,,777777  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

HH2288 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66 RR77

(億円)

一般会計 

特別会計 

１．予 算 規 模 

令和７年度の一般会計当初予算の規模は、前年度に比べ３３５億円増加（９．８％増）の

３，７５０億円となり、過去最大の規模となりました。また、一般会計と特別会計を合わせ

た全会計での予算規模は、総計が約５，７７７億円で、前年度と比べると、約３２６億円の

増加（６．０％増）となっています。 
会計間の出し入れによる重複部分を控除した正味の財政規模を示す純計は、

約５，３４６億円で、前年度に比べ約３５３億円の増加（７．１％増）となっています。 
公営企業会計の予算規模は約３１９億円で、前年度と比べると、約１２億円の減少  

（３．５％減）となっています。 
一般会計当初予算は、歳入予算において、個人市民税や固定資産税の増収などを見込んだ

ことから、市税全体で９６億円の増収となっています。 
歳出予算においては、扶助費が社会保障関連経費の増加などにより約８９億円の増加、投

資的経費が小中学校校舎の長寿命化改修事業費の増加などにより約１２１億円の増加となっ

ています。 
 
 

   （表１） 各会計予算             （単位：千円） 
 一般会計 特別会計 総 計 純 計  公営企業会計 
令和７年度 375,000,000 202,680,300 577,680,300 534,571,767  31,924,236 

令和６年度 341,500,000 203,559,900 545,059,900 499,281,233  33,078,851 
増減額 33,500,000 △879,600 32,620,400 35,290,534  △1,154,615 

伸   率 9.8％ △0.4％ 6.0％ 7.1％  △3.5％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（グラフ１） 予算規模の推移（総計） 
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令和７年度の予算編成では、本市の将来像の実現に向けて分野横断的に取り組み、特特にに

重重点点的的にに力力をを入入れれるる取取組組である「少子化対策」、「雇用促進対策」、「中山間地域対策」及

び本本市市のの個個性性をを生生かかすす分分野野として位置付ける「子育て」、「教育」、「まちづくり」の取組

などに優先的に経費を計上しています。 

  

○○特特にに重重点点的的にに力力をを入入れれるる取取組組  

人口減少、少子高齢化が進行する中においても将来にわたり市民が安全で安心して暮ら

せる社会を実現する必要があることから、「未来へつなぐ さがみはらプラン ～相模原市

総合計画～」に定める「分野横断的に取り組む３つのテーマ(少子化対策、雇用促進対策、

中山間地域対策)」を特に重点的に力を入れる取組と定め、該当する取組などへの資源の集

中を図ります。 

≪≪重重点点テテーーママ≫≫  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜主な事業＞ 

 

社会全体で子育てを応援する機運醸成（一部新規）           16,892 千円 

相模原市子育て応援条例の制定や、さがみはら津久井産材を活用した「ラトル（がらが

ら）」を出生届出時にプレゼントするなど、社会全体で子育てを応援する機運の醸成を図

ります。 

子どもの居場所づくり（一部新規）                 707,180 千円 

淵野辺公園へのふわふわドームの整備や、相模原麻溝公園へのロング滑り台の設置に

向けて取り組むなど、子育て世帯のニーズに対応した公園の更なる魅力向上を図り、子育

てしやすい環境を整備します。 

若者への支援（一部新規）                      37,460 千円 

本市独自の婚活イベントや、将来を意識し、描いた人生の実現に向けて行動するきっか

け作りとなるようライフデザインセミナーを開催するなど、若者への支援を図ります。 

２．主 な 施 策 

少少子子化化対対策策                      22,,006600,,448866 千千円円 

【【少少子子化化対対策策】】 安心して妊娠・出産、子育てができる環境を整備し、切れ目のない支援を

行うとともに、教育環境の充実や就労・労働環境、住環境の整備などを行うことで、子どもを

生み育てたいと思う市民の想いの実現を目指します。 

【【雇雇用用促促進進対対策策】】 工業、農林業、商業、観光など産業全体の活性化により多様で安定した雇

用の場の創出・拡大を図るとともに、就労・労働環境、住環境の整備などを進めることで、  

２０歳代から３０歳代までの定住を促進し転出入の均衡を目指すとともに、誰もが活躍できる

環境をつくります。 

【【中中山山間間地地域域対対策策】】 移住・定住促進、市民生活の安心の確保、地域づくりの担い手の確保、 

観光振興などにより、地域の活性化や地域コミュニティの維持を図りながら、社会情勢などの変化に

適応したまちづくりを進めることで、将来にわたり安心して暮らせる環境をつくります。 

－ 2－
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起業家創出事業（一部新規）                      50,870 千円 

優れたアイデアを持ち、株式上場等を目指す成長意欲の高い人材を相模原から輩出す

ることを目的に、経験豊富なメンターによる支援など、起業家の成長に必要な実践的なプ

ログラムを実施します。また、神奈川県と連携した、相模原市を中心とする県央地域にお

ける広域的スタートアップ支援組織を構築し、スタートアップの更なる創出・誘致を推進

します。 

障害者就労支援事業                         17,480 千円 

週２０時間未満で働く障害者雇用の求人開拓や求職者とのマッチング、定着支援を行

うとともに、就労支援や雇用促進を目的とした普及啓発を実施し、障害特性に応じた働き

方の促進及び障害者雇用の拡大を図ります。 

市就職支援センターの分野横断的な支援               195,554 千円 

市就職支援センターにおいて、高齢者や社会参加が困難な人に対する社会参加を促進

するため、活動場所の開拓や支援メニューの創出を行うなど、分野横断的な支援を充実し

ます。 

   

 

中山間地域の移動手段確保事業                    26,346 千円 

中山間地域の持続的・効率的な移動手段を確保するため、現行の路線バスや乗合タクシ

ー等の再編に向けた実証運行を実施します。 

中山間地域における道の駅の設置可能性検討事業           10,000 千円 

  令和６年度に実施した設置可能性調査の結果を踏まえつつ、中山間地域への道の駅の

設置に向け、幅広い観点からさらに具体的な検討を進め、基本構想の策定等に取り組みま

す。 

中山間地域振興モデル地区推進事業                369,043 千円 

中山間地域振興モデル地区の小原においては、地域の自然や歴史を生かし、来訪者と地

域の交流の場及び地域活性化の起点となるよう、小原の郷の機能拡充を実施します。 

また、青根においては、緑の休暇村センターなどの公共施設の利活用や再整備の方向性

について、地域とともに検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中中山山間間地地域域対対策策                                        557733,,223344 千千円円 

雇雇用用促促進進対対策策                      880033,,770088 千千円円 

－ 3－



- 4 - 

○○本本市市のの個個性性をを生生かかすす分分野野  

都市部と豊かな自然を併せ持つ本市は、近年の働き方の変化や住居ニーズの変化等から

転入超過を達成しているほか、複数の新たなまちづくりの推進など、将来に向けたポテンシ

ャルを有しています。 

こうした本市の特性や状況を「個性」として整理し、その個性を生かすことに直結すると

考える「子育て」及び「教育」や、将来に向けた税源涵養に繋がる「まちづくり」において、

他都市と比較して優位性を高められるような特徴的な施策を企画・立案し、総合計画推進プ

ログラムに位置付け着実に推進していきます。 

【【本本市市のの個個性性をを生生かかすす分分野野】】  

 

 

 

 

＜主な事業＞ 

 

子育てにやさしい公共施設づくり（新規）               1,070 千円 

保護者が安心して子どもを連れて来庁できるよう、キッズスペースや貸出用のベビー

カー等を設置し、保護者の負担軽減を図るとともに、子育て世代を応援する機運を醸成し

ます。 

こども誰でも通園事業（さがみん保育）              133,200 千円 

０歳６か月から満３歳未満で保育所等に通っていない子どもを対象に、月一定時間の

利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位で認可保育所等を利用できる「こども誰で

も通園事業」の実施園を拡充し、利用者の増加を図ります。 

１か月児健康診査事業（新規）                    23,485 千円 

病気や異常の早期発見につなげて子どもの健やかな育ちを促すため、生後１か月頃の

赤ちゃんの発育状況を確認する健康診査の受診促進に向け、費用の一部助成を実施しま

す。 

学校給食費の一部無償化（新規）                   240,959 千円 

小学校入学により一時的に経済的負担が大きくなる世帯の負担を軽減するため、市立

小学校及び義務教育学校の１年生の学校給食費を無償化します。 

 教材等整備事業（一部新規）                     4,264 千円 

使用期間が比較的短く、家庭に持ち帰って使用する機会が少ない学用品の一部を、学校

の物品として購入し、学用品に係る保護者の負担軽減を図ります。 

 スタディクーポン事業（新規）                    54,600 千円 

家庭の経済状況に左右されず自身が望む学校へ進学できるよう、低所得者世帯の中学

校３年生及び義務教育学校９年生の学習塾代等を支援します。 

 

 

子子育育てて  教教  育育  ままちちづづくくりり  

子子育育てて                            55,,110088  ,,117711 千千円円  

－ 4－
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キャリア教育推進事業                        96,720 千円 

児童生徒の社会的・職業的自立に必要な資質・能力を育むため、職場体験やコミュニテ

ィ・スクールの実施等を通じて、目指す子ども像を学校・家庭・地域で共有しながら、義

務教育９年間を見通した教育を推進します。また、一人ひとりの学習状況を適切に把握し、

個に応じた指導・支援を行うなど、児童生徒の確かな学力の育成を図ります。 

温かさのある教育推進事業                    258,820 千円 

様々な事情により中学校で学ぶことができなかった方を対象とした中学校夜間学級を

運営します。また、青少年教育カウンセラーによる電話相談や小中学校及び義務教育学校

における出張相談を実施するほか、スクールソーシャルワーカーの増員や、学校内に教室

以外の居場所としての校内登校支援教室を拡充し、不登校の未然防止及び早期対応の強

化を図ります。 

学校給食推進事業                         194,061 千円 

令和８年１２月の中学校給食の全員喫食に向け、学校給食センター整備・運営事業を推

進するとともに、配膳室の拡充や食育の充実に向けた取組等を進めます。 

宇宙教育普及事業                         333,525 千円 

  宇宙を学ぶ教育環境の充実を図るため、ＪＡＸＡ宇宙科学研究所と連携した講座や企

画展等を実施します。また、１０億個の星々と高精細な８Ｋ映像を同時に体験できる世界

初のハイブリッドシステムを導入した博物館プラネタリウムをリニューアルオープンし

ます。 

 

リニアまちづくり関連推進事業                760,858 千円 

相模原駅周辺まちづくり推進事業                   1,218 千円 

首都圏南西部の広域交流拠点にふさわしい魅力あるまちづくり 

を進めるため、橋本・相模原両駅周辺地区における都市基盤整備、 

土地利用の検討等を行います。 

 

 

麻溝台・新磯野地区整備推進事業（北部・南部地区）            44,583 千円 

麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業（特別会計）  1,953,810 千円 

新たな拠点の形成を目指し、第一整備地区における市施行の土地区画整理事業による

市街地整備を推進するとともに、北部・南部地区における組合施行の土地区画整理事業に

よる市街地整備を促進します。 

道路整備事業                                          3,293,531 千円 

「第２次市新道路整備計画」等に基づき、周辺都市や市内の 

拠点を結ぶ主要幹線道路、都市計画道路等の整備を実施します。 

 

教教  育育                                11,,004499,,009955 千千円円 

ままちちづづくくりり                                        44,,115577,,111177 千千円円

 

 

橋本駅南口における 

ゾーニングのイメージ 

（都）宮上横山線 橋梁工事 
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 「第２次相模原市地球温暖化対策計画（改定版）～さがみはら脱炭素ロードマップ２０５０～」

を踏まえ、二酸化炭素排出量実質ゼロの目標達成に向けて、再生可能エネルギーの利用促進、

省エネルギー活動の促進、脱炭素型まちづくりの推進、循環型社会の形成及び気候変動適応策の推

進など、脱炭素社会の実現に向けた取組を加速化していきます。 

〈 主な事業 〉 

 

住宅からの二酸化炭素排出量削減の取組を加速するため、ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネル

ギー・ハウス）や自家消費型太陽光発電設備等の導入支援について、件数及び補助金額を拡

充し、市民による再生可能エネルギーの導入等の利用促進を図ります。 

また、住宅に初期費用ゼロ太陽光発電設備等を設置する事業者を補助することにより、市

民の負担軽減を図ります。 

 

  再生可能エネルギー導入拡大に向け、市が率先して公共施設への太陽光発電設備等の導入

を推進します。 

 

事業活動からの二酸化炭素排出量削減を促進するため、中小規模事業者への省エネアドバ

イザーの派遣や環境マネジメントシステム認証登録の補助を行うとともに、省エネルギーや

再生可能エネルギー設備等の導入支援を行います。 

 

循環型社会の形成に向け、４Ｒの普及啓発、食品ロス対策及びプラスチック資源の循環な

ど、ごみの減量化・資源化を推進します。 

 

「さがみはら森林ビジョン後期実施計画」を推進し、さがみはら津久井産材の利用拡大や

林業の振興に向けた担い手の確保・人材の育成につながる支援等を実施します。 

 

水源保全地域内の市有林を保全するとともに、災害に強い森林づくりに向け、森林整備や

計画的な造林事業を行います。 

 

再生可能エネルギー促進の１つである木質バイオマスボイラーを青根緑の休暇村いやしの

湯に導入します。 

再再生生可可能能エエネネルルギギーー等等利利用用設設備備設設置置促促進進事事業業                              115544,,444433 千千円円 

住住宅宅用用ススママーートトエエネネルルギギーー設設備備導導入入奨奨励励事事業業                              115599,,110000 千千円円 

４４RR 推推進進事事業業                                                                                            77,,886611 千千円円 

ささががみみははらら森森林林ビビジジョョンン推推進進事事業業                                                      1155,,992244千千円円 

市市有有林林施施業業管管理理事事業業                                                                              4466,,443388千千円円 

中中小小規規模模事事業業者者省省エエネネルルギギーー対対策策等等推推進進事事業業                                  5555,,221188千千円円 

３．脱炭素社会に向けた取組 

木木質質ババイイオオママススボボイイララーー設設備備導導入入事事業業（（継継続続費費））                        330077,,888888 千千円円 
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〈  予予算算額額  〉  １１６６，，４４９９７７，，５５７７９９千千円円  

  

人口急増期に整備した小中学校やインフラなど、多くの公共施設の老朽化が進む中、将

来にわたり持続可能な公共サービスを提供するため、長寿命化計画等に基づき、公共施設

の再編・再整備に向けた取組を進めるとともに、公共施設の効率的・効果的な維持・保全

に向け、公共建築物やインフラ等について、計画的に改修工事を進めます。 

 

〈  主主なな事事業業  〉  

公共建築物 

◆ 一般公共建築物 

・アートラボはしもと再整備事業                ９９，３２８千円 

・療育センター再整備事業（光が丘地区の公共施設再編）      ２１，７２０千円 

・淵野辺駅南口周辺まちづくり事業               ４８，７６０千円 

・（仮称）城山保育園整備事業                ８７５，１９４千円 

・東林分署再整備事業                     ２８，９００千円 

・文化施設改修事業(グリーンホール相模大野、杜のホールはしもと） 

１，０７１，７８２千円 

・総合水泳場改修事業                    ３９３，２０６千円 

・勤労者総合福祉センター改修事業              ２８９，８１４千円 

◆ 学校施設（校舎改造・長寿命化改修等）         ５，９８３，４３４千円 

◆ 市営住宅（屋上防水・外壁改修等）             ６４６，７６４千円 

インフラ等 

◆ 道路・橋りょう（修繕等）               ３，１３１，１４３千円 

※上記のほか、令和６年度３月補正予算（No.１）において、約１．８億円を前倒して計上 

◆ 河川（河床整備等）                     ９５，０００千円 

◆ 公園施設（遊具・樹木等の管理・更新等）          ３０４，１２９千円 

 

４．公共施設マネジメントの取組の推進 

公公共共施施設設のの長長寿寿命命化化事事業業費費 
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〈 予算編成の考え方 〉 

地震や風水害などの自然災害、大規模な事件・事故などの事態に的確に対処し、市民の生

命及び財産を守るための更なる防災・減災対策や、自助・共助を中心とした地域防災力の向

上を図る人材育成、防災資機材の充実等に取り組みます。 

また、各種訓練の実施や各種啓発物の活用等により、市民一人ひとりの防災意識の向上、

他自治体や関係機関との連携を図りながら、災害に強いまちづくりに取り組みます。 

〈 予算額 〉         ２２３３，，６６５５３３，，２２３３６６千円 

  地地域域防防災災力力のの向向上上                            11,,225555,,449966 千千円円   
 地域の防災力を高め、市民や地域自らが災害に対応できる体制づくりに向けた事業を実施

します。 

〈 主な事業 〉 

災災害害用用井井戸戸のの設設置置等等（（新新規規））                                                  2299,,448833 千千円円 

  令和６年１月の能登半島地震の被災地において、断水が長期化し、生活用水の確保

が課題となったことから、避難所となる施設等に災害用井戸を設置するほか、自治会が

災害時に活用できる井戸設置の補助に関するモデル事業を実施します。 
防防災災訓訓練練実実施施事事業業                                                        2244,,446677 千千円円  

   市地域防災計画等に基づき、地震災害、風水害発生時における災害応急対策を迅速か

つ円滑に行うため、市民の防災意識の高揚と地域防災力及び職員の災害対応能力の向

上を図ることを目的とした総合防災訓練など、各種防災訓練を実施します。 

防防災災対対策策普普及及啓啓発発推推進進事事業業                                                    88,,999999 千千円円 

      防災対策スーパーバイザー制度の導入をはじめ、さがみはら防災ガイドブックや各

種ハザードマップの活用、地域団体からの依頼に基づくさがみはら防災マイスターの

派遣によって、災害に備えた自助・共助の取組について、普及啓発を進めます。 

空空調調設設備備整整備備事事業業                                                          660055,,000000 千千円円 

      近年の気象状況を踏まえ、災害時の避難所の機能向上などを図るため、学校体育館

（１０校）へ空調設備を整備します。 

  都都市市防防災災力力向向上上にに向向けけたた取取組組                2222,,339977,,774400 千千円円   

 今後懸念される大規模災害に備え、都市防災力向上に向けた取組を実施します。 

〈 主な事業 〉 

    イインンフフララ等等のの安安全全対対策策                                  2222,,339977,,774400 千千円円  

 大規模自然災害が起きても機能不全に陥らず、災害から迅速に回復する「強さ」と「し

なやかさ」をもった地域づくりを推進するため、公共インフラ等の整備及び老朽化に対

応するための維持補修等の安全対策等を実施します。 

・緊急輸送路などの確保               ６,７０２,２２３千円 

・老朽化したインフラ等の安全対策         １５,６９５,５１７千円 

５．防災関連経費の概要 
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行行政政事事務務情情報報化化経経費費                                                              11,,559955,,441155 千千円円  

（（仮仮称称））ＤＤＸＸ推推進進計計画画策策定定経経費費（（新新規規））                                    1133,,111111 千千円円  

  
  

〈 予算編成の考え方 〉  

市長公室では、人口減少、少子高齢化が進行する中においても将来にわたり市民が安全

で安心して暮らせる社会を実現するための施策に重点を置き、また、社会経済情勢がこれ

までとは大きく変化している中、デジタルの活用による更なる行政サービスの向上・事務

の効率化や地方創生の加速化・深化を目指した予算編成を行いました。 

このような方針の下、「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の達成に向け、普及啓発に加

え、市民、企業、団体等の連携体制の強化や具体的行動の促進に向けた取組や市内外に向

けた本市の様々な魅力の発信等の取組を行うとともに、デジタル技術の活用による行政

事務改革や行政事務の効率化、市民の利便性向上に係る取組を実施します。 

〈 予算額 〉 ９９，，１１６６７７，，８８００３３千円  

〈 主な事業 〉 

総総合合計計画画推推進進経経費費、、総総合合計計画画策策定定経経費費（（一一部部新新規規・・再再掲掲））    4444,,223399 千千円円 

成果重視の効果的・効率的な行政運営を推進するため、「未来へつなぐ さがみはら

プラン～相模原市総合計画～」の施策の検証等を行うとともに、次期総合計画の策定に

向けた取組を進めます。 

また、分野横断的に取り組む重点テーマの一つである中山間地域対策の推進のため、

「道の駅」の設置に関する基本構想の策定に向けた取組等を進めます。 

 

  SSDDGGｓｓ推推進進事事業業                                                                  2211,,119933 千千円円 

ＳＤＧｓの目指す持続可能で誰一人取り残さない社会の実現や、地域課題の解決に

向けて、ＳＤＧｓの普及啓発に加え、市民、企業、団体等の連携体制の強化や具体的行

動の促進に向けた取組を実施します。 
 
 

行政手続のデジタル化等により市民の利便性向上を図るとともに、デジタル技術を活

用した行政事務改革や、申請書記入の負担軽減・窓口の混雑緩和など市民サービス向上

に取り組み、自治体デジタル・トランスフォーメーションを推進します。 

また、全庁的な情報システム、情報関連機器等の保守・運用やセキュリティ対策を行

います。 

 
 

デジタル技術の活用により市民の利便性向上と行政事務の効率化等を推進するため、

「（仮称）ＤＸ推進計画」の策定に向けた取組を進めます。 

 

 
 
 
 
 

市 長 公 室 

６．各局・各区予算の概要 
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広広報報紙紙等等発発行行費費、、視視聴聴覚覚広広報報費費                                                220055,,668866 千千円円  

広広聴聴事事業業・・ココーールルセセンンタターー運運営営経経費費                                      112222,,555555 千千円円  

 

基基地地対対策策事事業業                                                                                    1111,,883311 千千円円  

市内米軍基地の返還等の促進を図るとともに、米軍機による騒音問題や事件、事故の

防止などに取り組みます。 
  

シシビビッッククププラライイドド向向上上事事業業（（一一部部新新規規））                                1144,,779922 千千円円 

さがみはらみんなのシビックプライド向上計画に基づき、市民等の本市への誇りや

愛着の醸成等につながる取組を実施します。 

また、困難なミッションにチャレンジすることで市民等に夢や希望を与えるＪＡＸ

Ａ宇宙科学研究所を官民一体となって応援する取組として、「ＪＡＸＡ応援団」を結成

します。 

  

    シシテティィププロロモモーーシショョンン推推進進事事業業、、情情報報発発信信推推進進事事業業              4444,,001155 千千円円  

本市の魅力や施策などをシティプロモーションの取組を通じて、市内外に戦略的・効

果的に発信・ＰＲすることにより、市の認知度やブランド力の向上を図るとともに、転

入促進と継続居住促進等につなげます。 
また、テレビやＷＥＢをはじめとする多様なメディアへの露出獲得に向けた積極的

な働きかけを行うとともに、ソーシャルメディアを活用した情報発信力を強化すること

で、本市に対する好意的認知度を高めます。 
 

魅魅力力創創出出・・発発信信事事業業                                                            3311,,880033 千千円円 

ワーケーションやブレジャーなど、本市の強みである豊かな自然を生かした体験型

観光等の観光資源の磨き上げや、本市への来訪目的を創出するための情報発信を行う

とともに、ブランディングに向けた環境整備を進めます。 
また、宮ヶ瀬湖における湖面フィッシング利用の実現に向けて具体的な検討を進め

ます。 

 

 

  「まちかど市長室」を実施するなど、市民の声を幅広く伺い、各種施策や行政サービ

スに反映します。   

また、市民からの問合せに一元的に応対するコールセンターを運営するとともに、問

合せ内容の傾向分析などから、庁内における業務効率の向上や情報の共有化を図りま

す。 

 

 
市からのお知らせなどを市民に伝えるため「広報さがみはら」「声の広報さがみはら」

「点字版広報さがみはら」を発行します。 

また、市政情報や市のイベント情報等をテレビ、ラジオ、インターネット、新聞紙面

の広告等を活用し発信します。 
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行行政政事事務務情情報報化化経経費費                                                              11,,559955,,441155 千千円円  
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向けて、ＳＤＧｓの普及啓発に加え、市民、企業、団体等の連携体制の強化や具体的行
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行政手続のデジタル化等により市民の利便性向上を図るとともに、デジタル技術を活

用した行政事務改革や、申請書記入の負担軽減・窓口の混雑緩和など市民サービス向上

に取り組み、自治体デジタル・トランスフォーメーションを推進します。 

また、全庁的な情報システム、情報関連機器等の保守・運用やセキュリティ対策を行

います。 

 
 

デジタル技術の活用により市民の利便性向上と行政事務の効率化等を推進するため、

「（仮称）ＤＸ推進計画」の策定に向けた取組を進めます。 

 

 
 
 
 
 

市 長 公 室 

６．各局・各区予算の概要 

- 11 - 

 

広広報報紙紙等等発発行行費費、、視視聴聴覚覚広広報報費費                                                220055,,668866 千千円円  

広広聴聴事事業業・・ココーールルセセンンタターー運運営営経経費費                                      112222,,555555 千千円円  

 

基基地地対対策策事事業業                                                                                    1111,,883311 千千円円  

市内米軍基地の返還等の促進を図るとともに、米軍機による騒音問題や事件、事故の

防止などに取り組みます。 
  

シシビビッッククププラライイドド向向上上事事業業（（一一部部新新規規））                                1144,,779922 千千円円 

さがみはらみんなのシビックプライド向上計画に基づき、市民等の本市への誇りや

愛着の醸成等につながる取組を実施します。 

また、困難なミッションにチャレンジすることで市民等に夢や希望を与えるＪＡＸ

Ａ宇宙科学研究所を官民一体となって応援する取組として、「ＪＡＸＡ応援団」を結成

します。 

  

    シシテティィププロロモモーーシショョンン推推進進事事業業、、情情報報発発信信推推進進事事業業              4444,,001155 千千円円  

本市の魅力や施策などをシティプロモーションの取組を通じて、市内外に戦略的・効

果的に発信・ＰＲすることにより、市の認知度やブランド力の向上を図るとともに、転

入促進と継続居住促進等につなげます。 
また、テレビやＷＥＢをはじめとする多様なメディアへの露出獲得に向けた積極的

な働きかけを行うとともに、ソーシャルメディアを活用した情報発信力を強化すること

で、本市に対する好意的認知度を高めます。 
 

魅魅力力創創出出・・発発信信事事業業                                                            3311,,880033 千千円円 

ワーケーションやブレジャーなど、本市の強みである豊かな自然を生かした体験型

観光等の観光資源の磨き上げや、本市への来訪目的を創出するための情報発信を行う

とともに、ブランディングに向けた環境整備を進めます。 
また、宮ヶ瀬湖における湖面フィッシング利用の実現に向けて具体的な検討を進め

ます。 

 

 

  「まちかど市長室」を実施するなど、市民の声を幅広く伺い、各種施策や行政サービ

スに反映します。   

また、市民からの問合せに一元的に応対するコールセンターを運営するとともに、問

合せ内容の傾向分析などから、庁内における業務効率の向上や情報の共有化を図りま

す。 

 

 
市からのお知らせなどを市民に伝えるため「広報さがみはら」「声の広報さがみはら」

「点字版広報さがみはら」を発行します。 

また、市政情報や市のイベント情報等をテレビ、ラジオ、インターネット、新聞紙面

の広告等を活用し発信します。 
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自自治治会会活活動動等等へへのの支支援援、、市市民民協協働働のの推推進進                      118877,,773377 千千円円  

地地域域のの安安全全・・安安心心のの確確保保                                                    113377,,003366 千千円円  

人人権権施施策策・・男男女女共共同同参参画画施施策策のの推推進進                        5577,,778833 千千円円  

増増加加すするる火火葬葬需需要要へへのの対対応応                              7777,,003300 千千円円 

〈 予算編成の考え方 〉 

  市民局では、市民との協働を一層進め、地域課題の解決等に向けた地域活動・市民活動の更な

る活性化を図るとともに、市民生活の安全・安心の確保や市民ニーズを的確に把握し、対応する

窓口・相談サービスの提供、また文化芸術振興、人権尊重のまちづくりの推進、男女共同参画社

会や多文化共生社会の実現、スポーツ活動の支援及びスポーツを中心とした交流の創出を目指

した予算編成を行いました。 

このような方針の下、戸籍法等の改正に伴う戸籍等への振り仮名記載の円滑な実施、自治会等

地域活動の支援、交通事故や犯罪のない安全・安心なまちづくりの推進、犯罪被害者等への支援、

消費者の保護と自立の支援、増加する火葬需要への対応、人権施策・男女共同参画施策の推進、

スポーツ・文化の振興等に取り組みます。 

〈 予算額 〉  ８８，，００６６００，，７７４４５５千円 

 

〈 主な事業 〉 

 

 

市自治会連合会の円滑な運営を図るとともに、各地域の自治会の自主的・自立的な活動

や自治会加入促進等の自治会活性化に向けた取組などに対して支援を行います。 

また、市民活動や地域活動に役立つ知識を学ぶ機会の充実を図り、協働の担い手育成に

取り組むとともに、協働事業提案制度の効果的な運用等により、地域課題や社会課題等を

解決し、市民との協働による取組を一層推進します。 

 

交通安全及び防犯についての意識の高揚を図るため、各種教室の開催やＳＮＳによる発

信、イベント等による啓発の実施に加え、自転車の交通違反者への青切符導入についての

市民周知を行い、自転車の安全適正利用を推進するとともに自転車用ヘルメット着用の定

着化に向けた取組を行います。 

また、防犯カメラの設置費補助や迷惑電話防止機能付き電話機の購入費補助のほか、「闇

バイト」等の被害者にも加害者にもならないような啓発や、特殊詐欺等の注意喚起を行う

とともに、犯罪被害者等が受けた被害の軽減及び回復を図るための支援を実施し、安全で

安心なまちづくりを推進します。 

 

 

津久井地域の「青山」に新斎場を整備するため、基本計画策定等に向けた取組を行いま

す。また、民間活力を導入して市営斎場の長寿命化改修を図るため、事業者選定に向けた

取組を行います。 

 

 

市民一人ひとりがかけがえのない個人として尊重され、互いの人権を認め合う共生社

会の実現を目指し、「相模原市人権尊重のまちづくり条例」等に基づき、人権尊重に係る

市民意識の高揚を図るための啓発活動の実施、相談及び支援体制の充実等、人権施策を

市 民 局 
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文文化化芸芸術術鑑鑑賞賞機機会会のの充充実実とと活活動動拠拠点点整整備備のの推推進進                        114488,,335522 千千円円  

多多文文化化共共生生のの推推進進、、平平和和意意識識のの普普及及                          6622,,885522 千千円円  

消消費費者者のの保保護護とと自自立立のの支支援援                                                  1122,,881166 千千円円  

ススポポーーツツのの推推進進（（一一部部新新規規））                              11,,336611,,992299 千千円円  

推進します。 

また、男女共同参画社会の実現を目指し、男女共同参画や女性活躍推進に関する機運の

醸成を図る取組や様々な機会を捉えた啓発活動の実施、ＤＶ相談支援センターを中心とし

たＤＶ被害者の保護・支援等の取組の推進など、男女共同参画施策の総合的かつ計画的な

推進を図ります。 

 

 

多文化共生のまちづくりを推進するため、友好都市のトロント市及び友好都市締結４０

周年を迎える無錫市との交流事業等を通じて、市民の国際交流や国際理解を促進するとと

もに、市民団体が行う国際交流・協力事業を支援します。さらに、さがみはら国際交流ラ

ウンジにおいて、国際交流事業や外国人市民に対する相談・支援事業等を実施します。 

また、戦後８０年を迎え戦争体験者が減少していくことを受け、戦争の記憶を後世に引

き継ぐことをはじめとした、平和意識の普及啓発につながる事業を市民平和のつどい実行

委員会とともに取り組みます。 

 

 

市民の生涯を通じたスポーツ活動を支援するため、気軽にスポーツを行う機会の充実や、

市民選手権大会等を通じた競技力の向上、アスリートの育成を支援するほか、共生社会の

実現に向けた障害者スポーツの理解促進に関する取組を推進します。 

ホームタウンチーム・ホームタウンアスリートとの連携や東京２０２０オリンピック競

技大会のレガシーであるツアー・オブ・ジャパン相模原ステージの開催を通じて、さがみ

はらの魅力を発信するとともに、スポーツを目的とした本市への来訪を促進し、更なる交

流の創出や経済の活性化を図ります。 

また、総合水泳場の特定天井や飛び板更新等の改修、北総合体育館外壁及び屋上防水工

事などスポーツ環境の充実を図るとともに、引き続き、金メダリストを輩出したアーバン

スポーツの拠点である小山公園ニュースポーツ広場の再整備を行います。 

 

 

身近な場所で優れた文化芸術を鑑賞できる機会を提供するため、

市民ギャラリーにおける収蔵美術品等の展覧会や市役所ロビーな

どにおける「街かどコンサート」、２５周年を迎える市総合写真祭

「フォトシティさがみはら」を開催するとともに、伝統芸能の鑑賞

や体験機会の充実を図ります。また、アートラボはしもとの再整備

に当たり、令和９年度の開設に向けて内装設計を行うなど、官民連

携により文化活動拠点の充実に向けた取組を推進します。 

 

多様化・複雑化する消費者問題への的確な相談対応を図るとともに、地域住民や関係機

関、事業者などと連携し、高齢者等が消費者被害に遭わないよう見守り体制の強化を図る

ほか、消費生活に関する身近な問題の啓発や自治会、小中学校、高校、大学等で出前講座

等を開催することにより、消費者の自立を支援します。 

 
市民ギャラリー自主企画展 
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たＤＶ被害者の保護・支援等の取組の推進など、男女共同参画施策の総合的かつ計画的な

推進を図ります。 

 

 

多文化共生のまちづくりを推進するため、友好都市のトロント市及び友好都市締結４０

周年を迎える無錫市との交流事業等を通じて、市民の国際交流や国際理解を促進するとと

もに、市民団体が行う国際交流・協力事業を支援します。さらに、さがみはら国際交流ラ

ウンジにおいて、国際交流事業や外国人市民に対する相談・支援事業等を実施します。 

また、戦後８０年を迎え戦争体験者が減少していくことを受け、戦争の記憶を後世に引

き継ぐことをはじめとした、平和意識の普及啓発につながる事業を市民平和のつどい実行

委員会とともに取り組みます。 

 

 

市民の生涯を通じたスポーツ活動を支援するため、気軽にスポーツを行う機会の充実や、
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ホームタウンチーム・ホームタウンアスリートとの連携や東京２０２０オリンピック競
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はらの魅力を発信するとともに、スポーツを目的とした本市への来訪を促進し、更なる交

流の創出や経済の活性化を図ります。 

また、総合水泳場の特定天井や飛び板更新等の改修、北総合体育館外壁及び屋上防水工

事などスポーツ環境の充実を図るとともに、引き続き、金メダリストを輩出したアーバン

スポーツの拠点である小山公園ニュースポーツ広場の再整備を行います。 

 

 

身近な場所で優れた文化芸術を鑑賞できる機会を提供するため、

市民ギャラリーにおける収蔵美術品等の展覧会や市役所ロビーな

どにおける「街かどコンサート」、２５周年を迎える市総合写真祭

「フォトシティさがみはら」を開催するとともに、伝統芸能の鑑賞

や体験機会の充実を図ります。また、アートラボはしもとの再整備

に当たり、令和９年度の開設に向けて内装設計を行うなど、官民連

携により文化活動拠点の充実に向けた取組を推進します。 

 

多様化・複雑化する消費者問題への的確な相談対応を図るとともに、地域住民や関係機

関、事業者などと連携し、高齢者等が消費者被害に遭わないよう見守り体制の強化を図る

ほか、消費生活に関する身近な問題の啓発や自治会、小中学校、高校、大学等で出前講座

等を開催することにより、消費者の自立を支援します。 

 
市民ギャラリー自主企画展 
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高高齢齢者者等等移移動動支支援援事事業業（（特特別別会会計計含含むむ））                      8844,,118800 千千円円  

共共ににささささええああいい生生ききるる社社会会づづくくりりのの推推進進                                  115599,,774433 千千円円 

包包括括的的なな支支援援体体制制のの整整備備（（特特別別会会計計含含むむ））（（一一部部新新規規））      119977,,449933 千千円円 

障障害害者者施施策策ににおおけけるる福福祉祉のの基基盤盤のの充充実実（（一一部部新新規規））          994466,,990044 千千円円  

認認知知症症施施策策のの推推進進（（特特別別会会計計含含むむ））（（一一部部新新規規））              116622,,993322 千千円円  

〈 予算編成の考え方 〉 

健康福祉局では、少子高齢化、人口減少社会が進行する中、複合化・複雑化した課

題へ分野横断的に対応するため、包括的支援体制の整備、障害のある方が地域で安心

して生活するための基盤の充実、高齢者等の移動支援の取組、健康づくり・介護予防

の推進、救急医療体制の確保など、地域共生社会の実現に向けた取組を着実に推進す

るための予算編成を行いました。 

〈 予算額 〉  ９９１１,,１１３３４４,,４４２２５５千円 

〈 主な事業 〉 

 

地域共生社会の実現を目指し、８０５０問題への対応や在宅医療と介護の連携など、

複合化・複雑化した支援ニーズに対応する包括的支援体制の充実に向けて、重層的支援

体制整備事業を実施するとともに、コミュニティソーシャルワーカーの配置や福祉コ

ミュニティ形成への支援を行います。 

  

障害の有無にかかわらず、あらゆる人の尊厳が守られ、安全で安心して暮らすことの

できる「共にささえあい 生きる社会」の実現に向け、「障害者週間のつどい」や「障害

者作品展」等の事業を引き続き実施するなど、様々な機会や媒体を通じて障害に関する

理解促進を図ります。 

 

共生社会の実現に向けた取組を後退させることなく、その持続可能性を確保し、社会

の変化に対応した施策を実施するため、個別給付から福祉の基盤整備へと障害者施策

の転換を図ります。 

令和７年度は、各区に設置した障害者相談支援キーステーションの運営等による相談

体制の充実や、障害福祉サービス事業所への指導、監査体制の強化等による福祉サービ

スの基盤の整備、障害者の就労支援事業の推進、障害児の通学支援の試行実施等による

地域生活の基盤の整備などに取り組みます。 

 

認知症に関する正しい知識や理解を深めるための普及

啓発を行い、早期の気づき・対応を図るため、地域包括支

援センター、認知症疾患医療センターや若年性認知症相談

窓口等の相談支援体制を充実するほか、チームオレンジの

取組等を拡充するため、中核的な支援拠点を整備し、認知

症とともに暮らせるまちづくり（共生社会）を推進します。 

        

移動が困難な高齢者や障害者等が外出しやすい環境の整備に向けて、地域主体の移

動支援の取組に対して担い手養成や運行支援を行うとともに、シニアサポート活動で

の送迎などを支援します。 

健 康 福 祉 局 

チームオレンジ 

サポートセンターの活動の様子 
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生生活活困困窮窮者者・・生生活活保保護護制制度度利利用用者者のの自自立立支支援援（（一一部部新新規規））332233,,441177 千千円円 

市市民民のの健健康康づづくくりりのの推推進進（（特特別別会会計計含含むむ））（（一一部部新新規規））  33,,336611,,555566 千千円円  

医医療療体体制制のの確確保保                                        22,,448811,,333366 千千円円  

動動物物愛愛護護事事業業のの推推進進（（一一部部新新規規））                        6677,,553322 千千円円  

福福祉祉（（介介護護・・障障害害））人人材材確確保保定定着着育育成成事事業業                  2288,,991155 千千円円 

津久井地域においては「けんこう号」による介護予防事業とその前後に行う買い物の

送迎や、既存の福祉有償運送団体に加え、津久井・相模湖・藤野地区に新規参入した福

祉有償運送団体への支援を行います。 

 

福祉人材の確保・定着・育成を図るため、求職者等への研修と就職支援による事業所

とのマッチングや福祉人材のキャリアアップに向けた支援等に取り組みます。 

  

多様で複合的なニーズに応えるため、生活困窮者自立支援制度や生活保護制度を活

用し、引き続き、相談者に寄り添い、安定した生活を営むための住居確保のほか、自

立に向けた就労準備や求職活動等の就労支援に取り組みます。 

また、令和７年度限定でエアコン未設置の生活保護世帯に購入費を助成します。 

 

市民が生涯にわたっていきいきと暮らし続けられる社会の実現のため、市民自らが

健康づくりに取り組むための意識啓発を行うとともに、健康づくり普及員や食生活改

善推進員、さがみはら市民健康づくり会議等の市民団体と連携し、各種事業に取り組み

ます。 

また、加齢性難聴の高齢者に対し、補聴器購入費の助成を通じて閉じこもり防止や社

会参加を促進し介護予防につなげるほか、自らの力で生きがいのある自分らしい生活

や、希望する生活が継続できるように自信と意欲を向上させる介護予防事業に取り組

みます。 

更に、がん検診及び健康診査等の受診率向上のため、ＡＩを活用した受診勧奨に取

り組むほか、がん患者サポート事業において乳房を補整する下着などの補整具の購入

費を新たに助成対象とし、療養生活の質の向上と経済的負担の軽減に取り組みます。 

このほか、６５歳の方などを対象とした帯状疱疹ワクチン定期接種を実施します。 

 

休日及び夜間における急病患者に対する医療を提供するための初期救急医療機関

及び二次救急医療機関を確保します。 

また、総合的な診療能力を有する医師の育成・確保を図るための医師修学資金の

貸付や、在宅医療の充実を目的に訪問型オンライン診療の実証事業を行うなど、中

山間地域における持続可能な医療提供体制の構築に向けた検討や取組を進めます。 

 

人と動物との共生社会の実現を目指し、動物愛護キャンペ 

ーン、犬のしつけ方教室、猫の譲渡面接会等の実施により動 

物の愛護と適正飼養の普及啓発を図るとともに、地域猫活動 

の支援、野良猫の不妊去勢手術費の助成等を行います。 

また、新たに導入する多頭飼育届出制度の適切な運用、動物 

愛護の推進拠点となる動物愛護センターの設置に向けた取組を進めます。 

猫の譲渡面接会の様子 
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ささががみみははらら休休日日一一時時保保育育事事業業（（拡拡充充））                            4477,,003377 千千円円  

〈 予算編成の考え方 〉 

～ 夢と希望を持って成長できるまちの実現に向けた取組 ～ 

こども・若者未来局では、全ての子ども・若者が健やかに成長し、持てる力を生かして

自立・活躍ができる社会と、「子育てするなら相模原」の実現に向け、妊娠期から子育て

期にわたる切れ目のない支援、保育所や児童クラブ等の待機児童対策の推進、子どもの居

場所づくりなどを通して、真に必要な子育て環境を確保するとともに、社会情勢の変化に

対応する予算編成を行いました。 

また、子ども・若者の意見を聞く機会を積極的に設け、施策に反映していきます。 

令和７年度は社会全体で子育て世代を応援する意識を醸成するための「相模原市子育

て応援条例」の制定に合わせた取組を推進します。 

 

〈 予算額 〉 ５５９９，，６６６６７７，，４４９９３３千円 

〈 主な事業 〉 

 

保育所等が閉所している休日に、理由を問わず児童を預けることができる「さがみは

ら休日一時保育事業」を拡充し、令和７年度は相模大野駅周辺と中央区内で新たに実施

します。 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

結結婚婚  妊妊娠娠  出出産産・・産産後後  乳乳幼幼児児期期  

・新婚夫婦

等の引越

し費用一

部補助 

 

・中古住宅

購入費等

一部補助 

 

★婚活イベ

ント 

伴走型相談支援、健康相談・健康教育 

◎妊婦健康 

診査 

 

・出産応援 

ギフト 

 

・不妊・不育

専門相談 

・産婦健康診査 

 

・こんにちは赤ちゃん 

事業 

 

・子育て応援ギフト 

 

・産後ケア 

 

◎子育て世帯訪問支援 

 

★さがみはら津久井産材

ラトル（がらがら）プレ

ゼント 

・施設使用料等の無料化 

・ひとり親家庭の支援 

・こども医療費助成 

・児童手当 

 

◎乳幼児健康診査 

 

・ブックスタート事業 

 

・セカンドブック事業 

 

・子どもの遊び場 

 

★子育てにやさしい 

 公共施設づくり 

 

こども・若者未来局 

本市の主な子ども・ 

★は新規事業、◎は拡充事業を示しています。 
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１１かか月月児児健健康康診診査査事事業業（（再再掲掲））                              2233,,448855 千千円円  

ここどどもも誰誰ででもも通通園園事事業業（（ささががみみんん保保育育））（（再再掲掲））            113333,,220000 千千円円 

妊妊婦婦健健康康診診査査事事業業（（拡拡充充））                                  442299,,667722 千千円円  

本本市市独独自自のの婚婚活活イイベベンントト（（再再掲掲））                            66,,669977 千千円円  

意意見見表表明明等等支支援援事事業業（（新新規規））                                  1111,,336655 千千円円  

 

０歳６か月から満３歳未満で保育所等に通っていない子どもを対象に、月一定時間の利

用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位で認可保育所等を利用できる「こども誰でも通

園事業」の実施園を拡充し、利用者の増加を図ります。 

 

妊婦と胎児の健康管理及び経済的負担を軽減するため、医療機関等で実施する妊婦健診

の費用の一部助成について、助成額を増額します。 

 

病気や異常の早期発見につなげて子どもの健やかな育ちを促すため、生後１か月頃の赤

ちゃんの発育状況を確認する健康診査の受診促進に向け、費用の一部助成を実施します。 

 

 結婚を希望する若者に出会いの機会を提供し、結婚の希望を叶える取組を推進するた

め、本市の地域資源、独自の魅力を活かした婚活イベントを実施します。 

 

 意見表明等支援員が、一時保護施設や児童養護施設等を訪問し、児童と面談することに

より、意見形成・意見表明を支援します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小小学学生生  中中学学生生  高高校校生生以以降降  

   

・施設使用料等の無料化   

・ひとり親家庭の支援 

・こども医療費助成 

・児童手当 

 

★小学校１年生の

学校給食費無償

化 

★スタディクーポ

ン（中学校３年

生及び義務教育

学校９年生） 

◎校内登校支援教

室の設置 

・給付型奨学金 

 

・大学生への 

食材支援 

 

★若者のライフ

デザインセミ

ナー 

★教育相談システムの導入による切れ

目ない支援 

★一部学用品の保護者負担軽減 

★フリースクール等への通所に係る経

済的支援 

子育て支援施策 

※一部、こども・若者未来局以外の事業も含みます。 

－ 16 －



 - 17 -
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 結婚を希望する若者に出会いの機会を提供し、結婚の希望を叶える取組を推進するた

め、本市の地域資源、独自の魅力を活かした婚活イベントを実施します。 

 

 意見表明等支援員が、一時保護施設や児童養護施設等を訪問し、児童と面談することに

より、意見形成・意見表明を支援します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小小学学生生  中中学学生生  高高校校生生以以降降  

   

・施設使用料等の無料化   

・ひとり親家庭の支援 

・こども医療費助成 

・児童手当 

 

★小学校１年生の

学校給食費無償

化 

★スタディクーポ

ン（中学校３年

生及び義務教育

学校９年生） 

◎校内登校支援教

室の設置 

・給付型奨学金 

 

・大学生への 

食材支援 

 

★若者のライフ

デザインセミ

ナー 

★教育相談システムの導入による切れ

目ない支援 

★一部学用品の保護者負担軽減 

★フリースクール等への通所に係る経

済的支援 

子育て支援施策 

※一部、こども・若者未来局以外の事業も含みます。 
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〈 予算編成の考え方 〉 

環境経済局では、豊かな自然環境を維持し、脱炭素社会の実現と循環型社会の形成、経済

の持続的な発展を実現するため、地球温暖化対策、自然環境の保全、ごみの減量化・資源化

の推進など快適な環境の創造に向けた取組を進めるとともに、中小企業の経営基盤の強化・

生産性の向上、起業家創出、企業誘致の推進、雇用促進、農林業の振興など地域経済の発展

に向けて、予算編成を行いました。 

〈 予算額 〉  ２２９９，，３３９９９９，，３３００７７千円 

〈 主な事業 〉 

就就労労支支援援・・職職業業紹紹介介事事業業                                                  3399,,000088 千千円円  

市就職支援センターにおいて、キャリアカウンセリング・職業紹介、求人開拓、セミ

ナー等を実施するなど、きめ細かな就労支援を行います。  

物物価価高高騰騰対対応応経経済済対対策策事事業業                                        553311,,000000 千千円円  

国の交付金を活用し、物価高騰の影響を受ける事業者や消費者を支援するため、消費

喚起策としてスマートフォン決済（コード決済）を利用したポイント還元事業を行いま

す。 

工工業業集集積積促促進進事事業業                                                  337744,,110077 千千円円  

産業集積基盤の強化及び持続可能な都市経営に資するため、本市経済を牽引する「リ

ーディング産業」及び市外企業や本社機能の立地等に対して奨励金を交付するなど、多

彩な支援メニューにより戦略的な企業誘致を推進します。 

  イイノノベベーーシショョンン創創出出促促進進事事業業                                              5544,,995566 千千円円  

市内外の企業や研究機関等、様々な主体の交流を図り、企業誘致や起業支援、スター

トアップ企業の創出・育成を推進するイノベーション創出促進拠点の運営を行うほか、

オープンイノベーションプログラムの実施、ベンチャー・スタートアップ企業の進出支

援を行います。 

  起起業業家家創創出出事事業業（（一一部部新新規規））（（再再掲掲））                                ５５00,,887700 千千円円  

優れたアイデアを持ち、株式上場等を目指す成長意欲

の高い人材を相模原から輩出することを目的に、経験豊

富なメンターによる支援など、起業家の成長に必要な実

践的なプログラムを実施します。また、神奈川県と連携し

た、相模原市を中心とする県央地域に 

  おける広域的スタートアップ支援組織 

を構築し、スタートアップの更なる 

創出・誘致を推進します。 

  中中小小企企業業研研究究開開発発支支援援事事業業                                            5511,,997722 千千円円  

中小企業における労働力不足の解消や生産性の向上を実現するため、ロボット導入

に向けた専門家による課題解決のサポートや補助制度による支援、さがみはらロボッ

トビジネス協議会の運営やロボットの普及啓発に向けたイベントの開催のほか、中小

企業の新製品・新技術等に関する研究開発支援を行います。 

環 境 経 済 局  

プログラムキックオフの様子 

－ 18 －
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農農業業後後継継者者・・担担いい手手確確保保対対策策事事業業                                            5555,,557700 千千円円  

持続可能な力強い農業の確立に向け、農業後継者や新規就農者等、次代の農業を担う

農業者の育成や支援を行います。 

  地地場場農農産産物物ブブラランンドド化化促促進進事事業業                                22,,225500 千千円円  

地場農産物のブランド化や６次産業化を推進するとともに、 

農産物の生産振興・消費拡大を推進しているさがみはら農産物 

ブランド協議会を支援します。 

 

 

 

  金金原原地地区区土土地地改改良良事事業業推推進進経経費費                            110022,,221100 千千円円  

金原地区において、土地改良事業による農業生産基盤の整備を行うため、農地所有者

等から意見を聴取し事業計画概要の策定を行うとともに、用排水計画に係る水源調査

を実施します。併せて、通作に必要な津久井広域道路横断道路の検討を行うほか、土地

改良区の設立準備等も進めます。 

林林道道復復旧旧事事業業                                                                  111199,,336655 千千円円  

  令和元年東日本台風により被災した駒入沢林道、桃ノ木沢林道等について、大規模

な被災箇所の計画的な復旧を進めます。 

 

２２００２２７７年年国国際際園園芸芸博博覧覧会会出出展展事事業業（（新新規規））                        99,,997777 千千円円      

令和９年３月１９日から９月２６日まで横浜市で開催予定の「２０２７年国際園芸

博覧会」に出展する、屋外庭園の設計を実施します。 

 

子子育育てて応応援援公公園園改改修修事事業業（（一一部部新新規規））（（再再掲掲））              445522,,447744 千千円円  

子育て世代のニーズへ対応するため、魅力的で安全・安心に遊べる「子育て応援公園」

として、施設の改修・更新を行います。 

 ○淵野辺公園（トイレの改修・ふわふわドームの整備） 

 ○相模大野中央公園（水景施設・トイレの改修）  

○相模原麻溝公園（ロング滑り台の設計） 

 

高高齢齢者者等等ごごみみ出出しし支支援援事事業業（（ふふれれああいい収収集集モモデデルル事事業業））（（新新規規））11,,773399 千千円円  

ごみ出しが困難な高齢者等を対象とした家庭ごみの戸別収集と見守りを行う「ふれ

あい収集」について、各区１地区を選定しモデル事業を実施します。 

 

次次期期一一般般廃廃棄棄物物最最終終処処分分場場整整備備事事業業（（新新規規））                            3344,,444433 千千円円  

次期一般廃棄物最終処分場の候補地選定及び基本計画案の策定など、整備に向けた

取組を推進します。 

市内産農産物の愛称「さがみはらのめぐみ」ロゴマーク 
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橋橋りりょょうう長長寿寿命命化化事事業業                                                            11,,222222,,332288 千千円円  

道道路路維維持持管管理理事事業業                                                                    22,,555566,,119999 千千円円  

〈 予算編成の考え方 〉 

 都市建設局では、「活力と魅力あふれる都市」の実現に向けて、次の重点目標に基づき

予算編成を行いました。 

１.安全・安心を支える地域の基盤整備、維持管理を推進します。 

  誰もが安全に、安心して暮らせる、災害に強いまちをつくるために、道路や下水道な

どの公共インフラ等の整備・維持管理、流域治水対策を計画的に実施するとともに、宅

地防災対策や空き家対策等、良質な住環境の形成を推進します。 

２.広域交流拠点や産業を中心とした新たな拠点の整備を推進します。 

  リニア中央新幹線の建設促進や小田急多摩線の延伸をはじめとした広域交通ネット

ワークの充実のほか、幹線道路等の整備を進めつつ、「未来を拓くさがみはら新都心」

にふさわしい橋本・相模原駅周辺地区や、産業を中心とした麻溝台・新磯野地区の整備

を進めます。 

３.安心して移動できる地域交通の形成を推進します。 

  交通事業者や市民との協働による、地域の実情に応じた移動手段の導入や生活交通

の確保対策を進めます。 

〈 予算額 〉一般会計分  １１４４，，７７９９００，，００８８６６千円 

〈 主な事業 〉 

 「市道路施設長寿命化修繕計画」に基づき、点検、修繕等を実施します。 

 また、道路における土砂災害を未然に防止するため、道路の点検を実施するとともに、

危険箇所の災害防除工事等の対策を講じます。 

【主な工事箇所】国道４１２号嵐山洞門、相模原駅南口ペデストリアンデッキ 

 

 

   道路の街路樹や除草、交通安全施設等の維持管理にかかる予算を拡充し実施します。 

 

 「市橋りょう長寿命化修繕計画」に基づき、点検、修繕、耐震補強等を実施します。 

【主な工事箇所】国道４１２号道志橋、国道１２９号作の口陸橋 

 「第２次市新道路整備計画」等に基づき、周辺都市 

や市内の拠点を結ぶ主要幹線道路、都市計画道路等 

の整備を実施します。 

【主な路線】県道５２号（相模原町田）、 

津久井広域道路、都市計画道路宮上横山線、 

都市計画道路相原大沢線、 

相模総合補給廠北側外周道路、市道新戸相武台、 

市道下九沢大島（上中ノ原交差点）、市道相模氷川 

旧耐震基準の戸建住宅の所有者に対して、耐震診断・改修工事等の費用の助成を行い

ます。また、宅地防災対策工事における擁壁の改修・補修や崖地の崩落防止等の費用の

一部を助成し、災害に強い安全なまちづくりの形成に取り組みます。 

都 市 建 設 局 

道道路路維維持持管管理理計計画画事事業業                                                            33,,441100,,778877 千千円円  

道道路路整整備備事事業業（（一一部部再再掲掲））                                                    33,,229933,,553311 千千円円  

既既存存建建築築物物等等総総合合防防災災対対策策事事業業                                                7766,,226655 千千円円  

県道５２号（相模原町田）立体交差部 

（道路の切替え及び仮踏切の様子） 
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麻麻溝溝台台・・新新磯磯野野地地区区整整備備推推進進事事業業（（北北部部・・南南部部地地区区））（（再再掲掲））  

4444,,558833 千千円円 

リリニニアアままちちづづくくりり関関連連推推進進事事業業（（再再掲掲））                              776600,,885588 千千円円  

リリニニアア中中央央新新幹幹線線関関連連対対策策事事業業                                                        448899 千千円円  

相相模模原原駅駅周周辺辺ままちちづづくくりり推推進進事事業業（（再再掲掲））                                11,,221188 千千円円  

小小田田急急多多摩摩線線延延伸伸促促進進事事業業                                                          2244,,220033千千円円  

ババスス路路線線維維持持確確保保対対策策事事業業                                                      115566,,881100 千千円円  

ココミミュュニニテティィババスス運運行行事事業業                                                4422,,111122 千千円円  

乗乗合合タタククシシーー等等運運行行事事業業                                                          110022,,885566 千千円円  

ググリリーーンンススロローーモモビビリリテティィ運運行行支支援援事事業業                                  66,,996688 千千円円 

民民間間住住宅宅施施策策推推進進事事業業                                                              110011,,338866 千千円円  

麻麻溝溝台台・・新新磯磯野野第第一一整整備備地地区区土土地地区区画画整整理理事事業業（（特特別別会会計計））（（再再掲掲））  

11,,995533,,881100 千千円円 

下下水水道道施施設設耐耐震震化化事事業業（（公公営営企企業業会会計計））                            22,,887755,,002277 千千円円 

 

 

 

 

 首都圏南西部の広域交流拠点にふさわしい魅力あるまちづくりを進めるため、リニア 

中央新幹線の駅設置や小田急多摩線延伸等を見据えた橋本・相模原両駅周辺地区におけ

る都市基盤整備、土地利用等の検討や関係機関との協議等を行います。 

 また、リニア中央新幹線の建設促進に向けた取組や、リニア中央新幹線を活用した地

域振興等の検討を行います。 

 

 

 

 交通不便地域等における移動制約者の日常生活に必要な移動手段を確保するため、維持

が必要なバス路線の運行経費を負担するとともに、コミュニティバスや乗合タクシー等を

運行するほか、中山間地域の持続的・効率的な移動手段を確保するため、現行のバス路線

や乗合タクシー等の再編に向けた実証運行を行います。 

 

 身近な移動に困難さを抱える地域において、地域主体で導入可能な移動手段として、グ

リーンスローモビリティの運行支援を行います。 

 

 高齢者など住宅確保要配慮者への支援を行うとともに、子育て世帯等の既存住宅の

取得・改修などに対する補助を行い、本市への移住や定住を促進します。また、空き家

の利活用と適切に管理されていない空き家の対策に取り組むなど、誰もが安心して暮

らせる住環境の形成を図ります。 

 

 

新たな拠点の形成を目指し、組合施行の土地区画整理事業による市街地整備の促進を図 

るため、事業化に向けた具体的な取組として、環境影響評価に係る配慮書及び方法書の作

成を行います。 

〈 予算額 〉特別会計・公営企業会計分  ３３４４，，２２８８５５，，００８８９９千円 

〈 主な事業 〉 

 

 

 新たな拠点の形成を目指し、市施行の土地区画整理事業による市街地整備を図るため、道

路等の基盤整備工事に着手します。また、工作物等の移転対象者に対する補償や、仮換地の

指定に伴う損失補償等を行います。 

 

雨雨水水浸浸水水対対策策事事業業（（公公営営企企業業会会計計））                                        994444,,332288 千千円円 

「市下水道施設地震対策事業計画」に基づき、下水道管きょの耐震化を実施します。 

また、「第３次市雨水対策基本計画」等に基づき、雨水管等の整備を実施します。 

【実施内容】姥川第１－イ雨水幹線耐震化事業等、上鶴間地区雨水管整備事業等 
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キキャャリリアア教教育育推推進進事事業業（（再再掲掲））                                                9966,,772200 千千円円 

                                                    225588,,882200 千千円円 

学学校校給給食食推推進進事事業業（（再再掲掲））                                                      119944,,006611 千千円円  

学学校校給給食食費費管管理理事事業業（（一一部部新新規規））（（一一部部再再掲掲））                  22,,114433,,667711 千千円円  

フフリリーーススククーールル等等利利用用児児童童・・生生徒徒支支援援事事業業（（新新規規））          3366,,000000 千千円円 

ＧＧＩＩＧＧＡＡススククーールル推推進進事事業業                                                                                            110000,,228844 千千円円 

〈 予算編成の考え方 〉 

教育局では、学校現場における働き方改革の推進や複雑化・多様化する教育的ニーズに

的確に対応するための体制強化を図るとともに、誰一人取り残さない温かさのある教育の

推進、教育環境の整備や教育ＤＸの推進等に重点を置き、予算編成を行いました。 

また、生涯学習分野では、本市の個性を生かした宇宙教育の提供に加え、地域全体で子

どもたちの学びや成長を支える取組の充実、多様で質の高い学習機会の提供に取り組みま

す。 
 

〈 予算額 〉   ２２６６，，９９８８００，，５５３３８８千円  

〈 主な事業 〉 

 

児童生徒の社会的・職業的自立に必要な資質・能力を育むため、職場体験やコミュニ

ティ・スクールの実施等を通じて、目指す子ども像を学校・家庭・地域で共有しながら、

義務教育９年間を見通した教育を推進します。また、一人ひとりの学習状況を適切に把

握し、個に応じた指導・支援を行うなど、児童生徒の確かな学力の育成を図ります。 

温温かかささののああるる教教育育推推進進事事業業（（再再掲掲））  

様々な事情により中学校で学ぶことができなかった方の教育を受ける機会を保障す

るため、中学校夜間学級を運営します。また、青少年教育カウンセラーによる電話相談

や小中学校及び義務教育学校における出張相談を実施するほか、スクールソーシャル

ワーカーの増員や、学校内に教室以外の居場所としての校内登校支援教室を拡充し、不

登校の未然防止及び早期対応の強化を図ります。 

  

不登校の児童生徒を社会全体で支え、重層的な支援を促進するため、不登校児童生徒

の学校外での居場所・学びの場を確保できるよう、フリースクール等に通所するための

費用を支援し、保護者の負担軽減を図ります。 

 

ＧＩＧＡスクール構想により整備したタブレットＰＣ等のＩＣＴ環境の更なる活用

を推進するため、家庭や校外での通信環境や教育データを利活用するための基盤を整

備・運用するとともに、小中学校及び義務教育学校へＩＣＴ支援員を派遣し、教員のＩ

ＣＴ指導力向上や、児童生徒が情報社会で活躍するために必要な情報活用能力の育成

を図ります。 

 

学校給食費の適切な徴収及び管理を行うとともに、市立小学校及び義務教育学校の

１年生の学校給食費を無償化するほか、国の交付金を活用し、物価高騰の影響を受けて

いる子育て世帯の負担を軽減するため、食材費の一部を支援します。 

 

令和８年１２月の中学校給食の全員喫食に向け、学校給食センター整備・運営事業を

推進するとともに、配膳室の拡充や食育の充実に向けた取組等を進めます。 

教 育 局 
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地地域域学学校校協協働働活活動動推推進進事事業業                              55,,007722 千千円円 

生生涯涯学学習習・・社社会会教教育育振振興興事事業業                                    5522,,009944 千千円円  

文文化化財財保保存存活活用用事事業業                                                      44,,994477 千千円円 

教教育育施施設設のの環環境境改改善善（（長長寿寿命命化化計計画画等等））                        66,,112200,,117755 千千円円  

読読書書活活動動推推進進事事業業                                                                        1166,,114477 千千円円 

教教材材等等整整備備事事業業（（一一部部新新規規））（（再再掲掲））                                            44,,226644 千千円円  

空空調調設設備備整整備備事事業業（（再再掲掲））                                                    660055,,000000 千千円円  

宇宇宙宙教教育育普普及及事事業業（（再再掲掲））                            333333,,552255 千千円円 

ススタタデディィククーーポポンン事事業業（（新新規規））（（再再掲掲））                                    5544,,660000 千千円円  

校校外外活活動動費費（（一一部部新新規規））                                          5511,,445588 千千円円  

 

使用期間が比較的短く、家庭に持ち帰って使用する機会が少ない学用品の一部を、学

校の物品として購入し、学用品に係る保護者の負担軽減を図ります。 

 

家庭の経済状況に左右されず自身が望む学校へ進学できるよう、低所得者世帯の中学

校３年生及び義務教育学校９年生の学習塾代等を支援します。 

  

      物価高騰の影響を受けている子育て世帯の負担を軽減するため、国の交付金を活用し、

修学旅行費の一部を支援します。  

  

子どもの読書環境の充実を図るため、小中学校等と連携した電子書籍サービスや子ど

もに身近な施設に児童書セットを循環させる取組（くるくる としょかん）を実施しま

す。 

  

地域と学校が連携・協働し、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、

「学校を核とした地域づくり」を目指すため、取組の更なる拡充を図ります。 

 

宇宙を学ぶ教育環境の充実を図るため、ＪＡＸＡ宇宙科学研究所と 

連携した講座や企画展等を実施します。また、１０億個の星々と高精 

細な８Ｋ映像を同時に体験できる世界初のハイブリッドシステムを導 

入した博物館プラネタリウムをリニューアルオープンします。 

 

地域住民が公民館等を拠点に主体的に企画・運営する講座等への支援により、地域

づくりを促進するとともに、大学等との連携による多様で質の高い学習機会を提供し

ます。また、子育てに関する学習会等、時代の変化を捉えた学習機会を提供します。 

 

文化財を適切に保存するとともに、多様な活用により親しむ機会を充実させ、地域

全体で保存・活用する取組を推進します。また、文化財の保存・活用を効果的かつ計

画的に推進するための文化財保存活用地域計画を策定します。 

  

近年の気象状況を踏まえ、熱中症対策などの教育環境の改善や災害時の避難所の機

能向上などを図るため、学校体育館（１０校）へ空調設備を整備します。 

 

① 小中学校 

小学校５校、中学校６校の校舎改造工事を実施するとともに、淵野辺小学校校舎

の改築工事を令和９年度までの継続事業として実施します。 

② 公民館ほか施設 

大野台公民館の空調設備更新工事、博物館のエレベーター更新工事を実施します。 
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〈 予算編成の考え方 〉 

  消防局では、市民が安全で安心して暮らせる社会の実現に向け、事業の選択と集中を図

り、予算編成を行いました。 

  この方針の下、「消防署所」「消防団詰所・車庫」「消防車両」「消防団車両」「消防水利」

の整備等を行います。また、増加する救急需要に適切に対応し、応急手当のできる市民の

増加を図るとともに、高度な救急救命処置のできる救急救命士を計画的に養成するなど、

救急業務高度化を推進します。さらに、新たな初期消火体験機材を導入し、住宅防火対策

の啓発を行うなど、火災予防事業の推進を図り、効果的かつ効率的な消防・救急体制の確

立に引き続き取り組みます。 

 

〈 予算額 〉  ３３，，１１５５１１，，８８２２２２千円 

 

〈 主な事業 〉 

    東東林林分分署署再再整整備備事事業業（（新新規規））                                                    2288,,990000 千千円円 

   庁舎の老朽化を解消するとともに、近年の救急需要等を踏まえ、救急隊１隊を新たに

配置できるよう東林分署の再整備を行います。 

   ・ 東林分署（基本設計・解体設計） 

  

  消消防防団団詰詰所所・・車車庫庫整整備備事事業業                                                  115511,,337711 千千円円  

   消防団の活動環境を充実させるため、老朽化している施設を整備します。 

   ・ 北方面隊第１分団第２部（設計） 

   ・ 藤野方面隊小渕分団第１部・第２部（設計・用地購入） 

   

    火火災災予予防防推推進進事事業業（（一一部部新新規規））                                                1144,,664400 千千円円  

   住宅防火対策の推進並びに児童に対する防火 

教育及び火災原因調査体制を充実するための事 

業を実施します。 

・ クロス リアリティ（ＸＲ）初期消火体験 

 機材の導入 

・ ファイヤースクール資機材の更新 

・ 火災原因調査資機材の整備 

 

 

クロス リアリティ（ＸＲ） 

    消消防防車車両両整整備備事事業業                                                                      332299,,227766 千千円円  

   消防力の充実強化を図るため、消防車両を更新します。 

・ 指揮車 １台 

・ 緊急作業車 １台 

・ 高規格救急自動車 ４台 

消 防 局 
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通通信信施施設設維維持持管管理理・・消消防防救救急急デデジジタタルル無無線線整整備備事事業業（（一一部部新新規規））  

    11,,006677,,667744 千千円円  

  

  消消防防団団車車両両整整備備事事業業                                                                  114488,,113355 千千円円 

消防力の充実強化を図るため、消防団車両を更新します。  

・ 小型動力ポンプ付積載車 ７台 

    消消防防水水利利整整備備事事業業                                                                      115522,,228822 千千円円 

   消防水利の基準に基づき、災害時、消火活動に必要となる消防水利を整備します。 

   ・ 消火栓  増設１基 取替１８０基 

    応応急急手手当当普普及及啓啓発発事事業業                                                            77,,990022 千千円円 

   より多くの救える命を救うため、積極的に救 

  命講習を実施し、応急手当のできる市民の増加 

を図ります。 

   ・ 応急手当普及員の養成、普及講習会など 

    の受講促進 

 

 

 

    救救急急高高度度化化推推進進事事業業                                                                    2200,,331188 千千円円 

   メディカルコントロール体制下において、気 

管挿管などの高度な救急救命処置のできる救急 

救命士を養成するとともに、救急救命士の再教 

育体制を強化するため、指導救命士を養成しま 

す。 

・ 救急救命士新規養成      ５名 

   ・ 気管挿管資格者養成研修    ６名 

   ・ ビデオ喉頭鏡資格者養成研修  ８名 

・  指導救命士養成研修      １名 

 

 

 

災害活動時に使用する通信施設を適切に維持 

管理するとともに、無線設備等の機能を強化し 

ます。 

・ 映像通報システムの導入 

・ 消防指令センター基地局外５基地局 

及び１中継局 

－ 25 －
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〈 予算編成の考え方 〉 

緑区役所では、「緑区基本計画」を着実に推進するため、今後の人口減少社会を見据え、

地域振興策や中山間地域対策など、持続可能なまちづくりに取り組むための事業に重点を

置く予算編成を行いました。 

また、区制施行１５周年事業をはじめとした区への愛着や誇りの醸成を図るための魅力

づくり事業、区民が安心して暮らせるための防災力の向上、防犯・交通安全対策の推進、鳥

獣被害対策など、市民サービスの向上に努めるとともに、区民・地域活動団体等との連携・

協働によるまちづくりを推進します。 

〈 予算額 〉  １１，，９９６６９９，，８８８８４４千円 

〈 主な事業 〉 

  区区政政推推進進事事業業（（一一部部新新規規））（（一一部部再再掲掲））                      110088,,117722 千千円円  

①区別基本計画推進事業  

中山間地域への移住・定住促進の取組を進めるとともに、森

のイノベーションラボ FUJINO を拠点とした中山間地域の課題

解決に向けたプロジェクト等を支援するほか、中山間地域振興

モデル地区に定めた小原と青根の取組を進めるなど、区民と一

体となって区の目指す姿の実現を図ります。また、緑区観光振

興プログラムに基づき、点在する魅力をつなぐ取組を進めるほ

か、緑区マップなどにより区の魅力を内外に発信します。 

②区の魅力づくり事業  

区への愛着や誇りなどの意識の醸成を図るため、区制施行１５周年を記念したデ

ジタルスタンプラリーや郷土芸能フェスタなど、「区の魅力づくり」を推進します。 

③地域活性化事業交付金 

区民の幅広い参加と協働による地域の活性化を図るため、区民が自主的に取り組む

事業に対して交付金を交付します。  

  協協働働ままちちづづくくりり推推進進費費                                    11,,662288 千千円円  

①区民会議運営経費 

区の課題やまちづくりの方向性について協議する場として、「区民会議」を中心に

地域特性を生かした区民主体のまちづくりを推進します。 

②まちづくり会議運営経費 

構成団体等が協働して地域課題の解決などに向けた自主的な活動を行う「まちづく

り会議」の運営を支援します。 

  自自治治会会集集会会所所建建設設等等助助成成事事業業                                  88,,661166 千千円円  

自治会活動の拠点となる集会所の建設を促進するため、建設費等の一部を助成し、住

民自治の推進を図ります。 

補助件数 ４件 （修繕３件、用地取得１件） 

 

 

緑 区 役 所 

緑区誕生 15 周年記念 

ロゴマーク 
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防防災災対対策策事事業業                                                                                  88,,661100 千千円円  

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営協議会の活動を支援する

とともに、地域と連携を図りながら、区の防災体制の強化を図ります。 

商商店店街街のの振振興興、、ににぎぎわわいいづづくくりりのの支支援援                                          66,,888888 千千円円  

商店街の振興を図るため、環境整備や情報発信、イベントの実施など、にぎわいづく

りを支援します。 

防防犯犯交交通通安安全全対対策策費費                                                55,,664433 千千円円 

①安全・安心まちづくり推進協議会補助金 

安全で安心なまちづくりを推進するため、区民、地域団体、行政機関等が協働して

交通安全・防犯に取り組む「緑区安全・安心まちづくり推進協議会」に対し、活動費

等を助成します。 

②交通安全協会・防犯協会補助金  

地域の交通安全や犯罪防止を推進するため、交通安全協会及び防犯協会に対して助

成します。 

鳥鳥獣獣被被害害対対策策等等                                              6677,,332244 千千円円  

「鳥獣被害防止計画」に基づき、有害鳥獣の捕獲や追払い、被害防止対策としての防護

柵の設置にかかる補助などを行い、市民が安心して農業に取り組める環境づくりや、生活被

害の軽減を図ります。 

      公公共共施施設設長長寿寿命命化化計計画画事事業業                                      1100,,663377 千千円円  

城山総合事務所周辺公共施設再編方針等に基づき、城山総合事務所本館２階渡り廊

下改修工事を実施します。 

 

 

  

道道路路のの維維持持修修繕繕等等（（都都市市建建設設局局））                                        22,,558899,,221188 千千円円 

舗装修繕工事：国道４１２号、県道５１７号（奥牧野相模湖）、市道橋本小山 

ほか１３路線 

道路改良工事：津久井広域道路、都市計画道路相原大沢線ほか３路線 

橋りょう工事：国道４１２号道志橋、市道奥牧野綱子綱子沢橋ほか５路線 

消消防防力力のの強強化化（（消消防防局局））                              334433,,334411 千千円円 

   消防団詰所・車庫整備  

・北方面隊第１分団第２部（設計）  

・藤野方面隊小渕分団第１部・第２部（設計・用地購入） 

消防車両整備  高規格救急自動車１台 

消防団車両整備 小型動力ポンプ付積載車６台 

区域内での主な事業（各局予算分） 緑区 

－ 26 －



- 26 - 

 

 

〈 予算編成の考え方 〉 

緑区役所では、「緑区基本計画」を着実に推進するため、今後の人口減少社会を見据え、

地域振興策や中山間地域対策など、持続可能なまちづくりに取り組むための事業に重点を

置く予算編成を行いました。 

また、区制施行１５周年事業をはじめとした区への愛着や誇りの醸成を図るための魅力

づくり事業、区民が安心して暮らせるための防災力の向上、防犯・交通安全対策の推進、鳥

獣被害対策など、市民サービスの向上に努めるとともに、区民・地域活動団体等との連携・

協働によるまちづくりを推進します。 

〈 予算額 〉  １１，，９９６６９９，，８８８８４４千円 

〈 主な事業 〉 

  区区政政推推進進事事業業（（一一部部新新規規））（（一一部部再再掲掲））                      110088,,117722 千千円円  

①区別基本計画推進事業  

中山間地域への移住・定住促進の取組を進めるとともに、森

のイノベーションラボ FUJINO を拠点とした中山間地域の課題

解決に向けたプロジェクト等を支援するほか、中山間地域振興

モデル地区に定めた小原と青根の取組を進めるなど、区民と一

体となって区の目指す姿の実現を図ります。また、緑区観光振

興プログラムに基づき、点在する魅力をつなぐ取組を進めるほ

か、緑区マップなどにより区の魅力を内外に発信します。 

②区の魅力づくり事業  

区への愛着や誇りなどの意識の醸成を図るため、区制施行１５周年を記念したデ

ジタルスタンプラリーや郷土芸能フェスタなど、「区の魅力づくり」を推進します。 

③地域活性化事業交付金 

区民の幅広い参加と協働による地域の活性化を図るため、区民が自主的に取り組む

事業に対して交付金を交付します。  

  協協働働ままちちづづくくりり推推進進費費                                    11,,662288 千千円円  

①区民会議運営経費 

区の課題やまちづくりの方向性について協議する場として、「区民会議」を中心に

地域特性を生かした区民主体のまちづくりを推進します。 

②まちづくり会議運営経費 

構成団体等が協働して地域課題の解決などに向けた自主的な活動を行う「まちづく

り会議」の運営を支援します。 

  自自治治会会集集会会所所建建設設等等助助成成事事業業                                  88,,661166 千千円円  

自治会活動の拠点となる集会所の建設を促進するため、建設費等の一部を助成し、住

民自治の推進を図ります。 

補助件数 ４件 （修繕３件、用地取得１件） 

 

 

緑 区 役 所 

緑区誕生 15 周年記念 

ロゴマーク 
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防防災災対対策策事事業業                                                                                  88,,661100 千千円円  

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営協議会の活動を支援する

とともに、地域と連携を図りながら、区の防災体制の強化を図ります。 

商商店店街街のの振振興興、、ににぎぎわわいいづづくくりりのの支支援援                                          66,,888888 千千円円  

商店街の振興を図るため、環境整備や情報発信、イベントの実施など、にぎわいづく

りを支援します。 

防防犯犯交交通通安安全全対対策策費費                                                55,,664433 千千円円 

①安全・安心まちづくり推進協議会補助金 

安全で安心なまちづくりを推進するため、区民、地域団体、行政機関等が協働して

交通安全・防犯に取り組む「緑区安全・安心まちづくり推進協議会」に対し、活動費

等を助成します。 

②交通安全協会・防犯協会補助金  

地域の交通安全や犯罪防止を推進するため、交通安全協会及び防犯協会に対して助

成します。 

鳥鳥獣獣被被害害対対策策等等                                              6677,,332244 千千円円  

「鳥獣被害防止計画」に基づき、有害鳥獣の捕獲や追払い、被害防止対策としての防護

柵の設置にかかる補助などを行い、市民が安心して農業に取り組める環境づくりや、生活被

害の軽減を図ります。 

      公公共共施施設設長長寿寿命命化化計計画画事事業業                                      1100,,663377 千千円円  

城山総合事務所周辺公共施設再編方針等に基づき、城山総合事務所本館２階渡り廊

下改修工事を実施します。 

 

 

  

道道路路のの維維持持修修繕繕等等（（都都市市建建設設局局））                                        22,,558899,,221188 千千円円 

舗装修繕工事：国道４１２号、県道５１７号（奥牧野相模湖）、市道橋本小山 

ほか１３路線 

道路改良工事：津久井広域道路、都市計画道路相原大沢線ほか３路線 

橋りょう工事：国道４１２号道志橋、市道奥牧野綱子綱子沢橋ほか５路線 

消消防防力力のの強強化化（（消消防防局局））                              334433,,334411 千千円円 

   消防団詰所・車庫整備  

・北方面隊第１分団第２部（設計）  

・藤野方面隊小渕分団第１部・第２部（設計・用地購入） 

消防車両整備  高規格救急自動車１台 

消防団車両整備 小型動力ポンプ付積載車６台 

区域内での主な事業（各局予算分） 緑区 

－ 27 －



 - 28 - 

区区政政推推進進事事業業（（一一部部新新規規））                                      2211,,  112277 千千円円 

協協働働ままちちづづくくりり推推進進費費                                          11,,  776600 千千円円  

防防災災対対策策事事業業                                                        77,,  669900 千千円円 

自自治治会会集集会会所所建建設設等等助助成成事事業業                                    44,,  556655 千千円円 

〈 予算編成の考え方 〉 

中央区役所では、中央区基本計画に掲げた「多様性を大切にするまち」の実現に向け、区

民の更なる交流の促進や新たな魅力の創造・発信、地域活動の支援、区民の安全・安心の確

保を図ることに重点を置き、予算編成を行いました。 

具体的には、幅広い世代からの意見を区政に反映する取組や地域住民の交流を促進する

取組、区制施行１５周年記念事業をはじめとした区への愛着や区民意識の醸成を図るため

の区民との協働による取組の推進、防犯・交通安全対策の推進、地域防災力を高めるための

自主防災組織の活動支援を進めます。 
 

〈 予算額 〉  ３３２２７７，，８８１１４４千円  
 

〈 主な事業 〉 

 

    
①区別基本計画推進事業 

    中央区基本計画に掲げた取組や区の観光振興プログラムに基づく事業を推進する

とともに区民と行政との協働による事業を実施します。 

②区の魅力づくり事業 

区民の一体感を育みながら、区への愛着や誇りなどの意識

の醸成を図るため、区独自の魅力を再発見し、新たな魅力と

して区内外に情報発信するなど、「区の魅力づくり」に向けた

事業や区制施行１５周年記念事業を実施します。 

  ③地域活性化事業交付金 

    区民の幅広い参加と協働による地域の活性化を目指して、

区民が自主的に取り組む事業に対し交付金を交付します。 

 

        

①区民会議運営経費 

区の課題やまちづくりの方向性について協議する場として、「区民会議」を円滑に

運営し、地域特性を生かした区民主体によるまちづくりを推進します。 

②まちづくり会議運営経費 

地域資源の発見、課題解決の方法などについて自主的に話し合い、地域課題の解決

に向けた活動を構成団体等が協働して行う「まちづくり会議」の運営を支援します。 

 

    
自治会活動の拠点となる集会所の建設を促進するため、建設費等の一部を助成し、住

民自治の推進を図ります。 

補助件数３件（修繕３件） 

  
 

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営協議会の活動を支援する

とともに、地域と連携を図りながら、区の防災体制の強化を図ります。 

 

 

 

中 央 区 役 所 

  

中央区誕生 15 周年

記念ロゴマーク 
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戸戸籍籍住住民民事事務務運運営営費費                                          220000,,  660099 千千円円 

交交通通安安全全・・防防犯犯対対策策費費                                          66,,  114499 千千円円 

商商店店街街のの振振興興、、観観光光事事業業等等のの支支援援                          2288,,442255 千千円円 

ままちちづづくくりりセセンンタターー等等維維持持管管理理及及びび維維持持補補修修費費              5511,,  000088 千千円円 

道道路路のの維維持持修修繕繕等等（（都都市市建建設設局局））                                        11,,448844,,773377 千千円円 

消消防防力力のの強強化化（（消消防防局局））                                    8877,,771155 千千円円 

 

 

①安全・安心まちづくり推進協議会補助金 

    安全で安心なまちづくりを推進するため、区民、地域団体、行政機関等が協働して

交通安全・防犯に取り組む中央区安全・安心まちづくり推進協議会に対し、活動費等

を助成します。 

②交通安全協会・防犯協会補助金 

    地域の交通安全や犯罪防止を推進するため、交通安全協会及び防犯協会に対して

助成します。 

      

区内商店街団体が実施する環境整備やにぎわいづくりな

どを支援します。 

また、本市を代表する観光行事である上溝夏祭りや相模原

納涼花火大会などの開催を支援します。 

 

      

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録等の証明書交付や届出の受理、マイナンバーカードの

交付を行います。 

  

まちづくりセンター設備の維持管理並びに修繕を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

舗装修繕工事：市道滝赤坂、市道上溝１７号ほか２路線  

道路改良工事：相模総合補給廠北側外周道路 

橋りょう工事：国道１２９号作の口陸橋、淵野辺こ線橋ほか１路線 

  

   消防車両整備  指揮車１台、緊急作業車１台 

   消防団車両整備 小型動力ポンプ付積載車１台 

 

区域内での主な事業（各局予算分） 中央区 

上溝夏祭り 

－ 29 －



 - 30 - 

協協働働ままちちづづくくりり推推進進費費                                          11,,775599 千千円円  

区区政政推推進進事事業業（（一一部部新新規規））                              1133,,668833 千千円円  

商商店店街街振振興興支支援援事事業業                                          1133,,770044 千千円円 

〈 予算編成の考え方 〉 

南区役所では、「南区基本計画」で掲げる、区民一人ひとりが住み続けたい、活動し続け

たいと思えるような、魅力があふれ、愛着と誇りを持てる「まち」の実現に向けて予算編成

を行いました。 

このような方針の下、南区誕生１５周年記念事業や区の魅力を内外に発信する事業、商店

街のにぎわいづくりや観光事業への支援のほか、区民が安全に安心して暮らせるための地

域防災力の向上、交通安全・防犯対策の充実などに取り組みます。 

また、南区合同庁舎長寿命化改修工事に向けた取組を進めます。 

〈 予算額 〉  ５５７７００，，８８１１６６千円 

〈 主な事業 〉 

 

  
①区別基本計画推進事業 

区民会議での議論を踏まえ、南区基本計画に掲げた取組等の

推進方策について、協働の視点から検討・実施します。 

また、誘客や地域への愛着の醸成を図るため、区の魅力づく

り事業とともに、観光振興プログラムに基づく取組を進めま

す。 

②区の魅力づくり事業 

区民の一体感を育みながら、区への愛着や誇りなどの意識

の醸成を図るため、区独自の魅力を再発見し、新たな魅力とし

て区内外に情報発信するなど、「区の魅力づくり」に向けた事

業や南区誕生１５周年記念事業を実施します。 

③地域活性化事業交付金 

区民の幅広い参加と協働による地域の活性化を目指して、

区民が自主的に取り組む事業に対して交付します。 

 

  

①区民会議運営経費  

区の課題やまちづくりの方向性について協議する場として設置した「区民会議」を

円滑に運営し、地域特性を生かした区民主体によるまちづくりを推進します。 

②まちづくり会議運営経費 

地域資源の発見、課題解決の方法などについて自主的に話し合い、地域課題の解決

に向けた活動を構成団体等が協働して行う「まちづくり会議」の運営を支援します。 

 

 

商店街の振興を図るため、商店街団体等が実施する環境整備事業やにぎわいづくり

に対して助成するとともに、専門的な知識を有するアドバイザーを派遣し、必要な指

導・助言を行います。 

 

 

 

南 区 役 所 

南区誕生１５周年記念 

ロゴマーク 
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区域内での主な事業（各局予算分） 南区 

交交通通安安全全・・防防犯犯対対策策事事業業                                        55,,991111 千千円円 

自自治治会会集集会会所所建建設設等等助助成成事事業業                                    33,,998877 千千円円  

防防災災対対策策事事業業                                                  1122,,667711 千千円円  

ままちちづづくくりりセセンンタターー等等改改修修事事業業                                118877,,991133 千千円円  

観観光光・・地地域域活活性性化化イイベベンントト支支援援事事業業                              88,,888844 千千円円  

道道路路のの維維持持修修繕繕等等（（都都市市建建設設局局））                                            11,,118866,,445522 千千円円  

 

 

南区内の観光の振興や伝統文化の継承を図るため、相

模の大凧まつり、東林間サマーわぁ！ニバル、相模原よ

さこいＲＡＮＢＵ！に対し助成します。 

 

 

 

 

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営協議会の活動を支援すると

ともに、地域と連携を図りながら、区の防災体制の強化を図ります。 

 

 

①安全・安心まちづくり推進協議会補助金 

安全で安心なまちづくりを推進するため、区民、地域団体、行政機関等が協働して

交通安全・防犯に取り組む南区安全・安心まちづくり推進協議会に対し、活動費等を

助成します。 

②交通安全協会・防犯協会補助金 

地域の交通安全や犯罪防止を推進するため、交通安全協会及び防犯協会に対して

助成します。 

 

自治会活動の拠点となる集会所の建設を促進するため、建設費等の一部を助成し、住

民自治の推進を図ります。 

補助件数 ２件（修繕・アスベスト１件、修繕のみ１件） 

 

①施設修繕 

東林まちづくりセンター・公民館ＬＥＤ交換修繕及び相模台・東林・大野中まちづ

くりセンター・公民館のトイレ洋式化修繕を行います。 

②改修工事 

新磯まちづくりセンター・公民館の屋上防水等工事及び南区合同庁舎の冷温水発生

機等更新工事を行います。 

 

 

 

  

舗装修繕工事：県道５０７号（相武台相模原）、市道麻溝台１９号ほか６路線  

道路改良工事：県道５２号（相模原町田）、市道新戸相武台 
 

消消防防力力のの強強化化（（消消防防局局））                                              220000,,661166 千千円円 

   消防庁舎整備 南消防署東林分署（基本設計・解体設計） 

   消防車両整備 高規格救急自動車３台 

（
令
和
６
年
） 

相
模
の
大
凧
ま
つ
り 
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区域内での主な事業（各局予算分） 南区 

交交通通安安全全・・防防犯犯対対策策事事業業                                        55,,991111 千千円円 

自自治治会会集集会会所所建建設設等等助助成成事事業業                                    33,,998877 千千円円  

防防災災対対策策事事業業                                                  1122,,667711 千千円円  

ままちちづづくくりりセセンンタターー等等改改修修事事業業                                118877,,991133 千千円円  

観観光光・・地地域域活活性性化化イイベベンントト支支援援事事業業                              88,,888844 千千円円  

道道路路のの維維持持修修繕繕等等（（都都市市建建設設局局））                                            11,,118866,,445522 千千円円  

 

 

南区内の観光の振興や伝統文化の継承を図るため、相

模の大凧まつり、東林間サマーわぁ！ニバル、相模原よ

さこいＲＡＮＢＵ！に対し助成します。 

 

 

 

 

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営協議会の活動を支援すると

ともに、地域と連携を図りながら、区の防災体制の強化を図ります。 

 

 

①安全・安心まちづくり推進協議会補助金 

安全で安心なまちづくりを推進するため、区民、地域団体、行政機関等が協働して

交通安全・防犯に取り組む南区安全・安心まちづくり推進協議会に対し、活動費等を

助成します。 

②交通安全協会・防犯協会補助金 

地域の交通安全や犯罪防止を推進するため、交通安全協会及び防犯協会に対して

助成します。 

 

自治会活動の拠点となる集会所の建設を促進するため、建設費等の一部を助成し、住

民自治の推進を図ります。 

補助件数 ２件（修繕・アスベスト１件、修繕のみ１件） 

 

①施設修繕 

東林まちづくりセンター・公民館ＬＥＤ交換修繕及び相模台・東林・大野中まちづ

くりセンター・公民館のトイレ洋式化修繕を行います。 

②改修工事 

新磯まちづくりセンター・公民館の屋上防水等工事及び南区合同庁舎の冷温水発生

機等更新工事を行います。 

 

 

 

  

舗装修繕工事：県道５０７号（相武台相模原）、市道麻溝台１９号ほか６路線  

道路改良工事：県道５２号（相模原町田）、市道新戸相武台 
 

消消防防力力のの強強化化（（消消防防局局））                                              220000,,661166 千千円円 

   消防庁舎整備 南消防署東林分署（基本設計・解体設計） 

   消防車両整備 高規格救急自動車３台 

（
令
和
６
年
） 

相
模
の
大
凧
ま
つ
り 
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職職員員健健康康管管理理費費・・職職員員健健康康診診断断経経費費                                        110066,,443311 千千円円  

人人材材育育成成事事業業費費（（一一部部新新規規））                                                        1177,,664411 千千円円 

総総務務事事務務セセンンタターー運運営営経経費費（（新新規規））                    110055,,550033 千千円円  

〈 予算編成の考え方 〉 

  総務局では、複雑化する行政課題や多様化する市民ニーズに対応した質の高い行政サービ

スを提供するため、公務に臨む基本姿勢として、法令を遵守した適正な事務執行の徹底など

コンプライアンス上の意識改革を行うとともに、政策形成能力や課題解決能力などの向上を

図り、高い意識と使命感を持って主体的かつ迅速に取り組むことのできる職員を育成し、組

織力を高める取組を推進していくことに重点を置き、予算編成を行いました。 

 

〈 予算額 〉  ８３６，９０４千円  

  
〈 主な事業 〉 

 

 

少子高齢化に伴い人材確保が困難になる中、多様化する働き方や新たな行政需要によ

る人的資源の不足が見込まれるため、給与の計算や人事管理事務等のうち、定型的な庁

内業務を集約して行う総務事務センターを民間委託により設置します。 

これにより、定型的な庁内業務に従事している人材を複雑高度な行政課題への対応に

転換し、持続可能な行政サービスの維持向上を図ります。 

 

 

「市人材育成基本方針」に基づき、様々な社会課題を主体的に受け止め、変化の速い

社会経済情勢を敏感に捉えるとともに、柔軟な発想で将来を見据え、改革意識を持って

事業を推進することができる職員を育成します。 

また、新規採用職員を対象としたコミュニケーション力や組織の結束力を高めるた

めの宿泊研修、特定の階層に対するマネジメント力等を向上させるための通年研修を

実施します。 

 

 

職員の心と体の健康保持・増進を図ります。特に、ストレスチェックなどのメンタル

ヘルス対策を中心に、病気の予防や早期発見、長期病気休業職員の円滑な職場復帰等を

図ります。 

 

 

総 務 局 

－ 32 －
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〈 予算編成の考え方 〉 

議会局では、円滑な議会運営や充実した議員活動を推進するとともに、議会や市政に対

する理解を深めていただくための情報発信に重点を置き、予算編成を行いました。 

〈 予算額 〉  ９９２２６６，，３３４４４４千円 

〈 主な事業 〉 

  議議員員報報酬酬等等経経費費                                                661166,,008800 千千円円  

市議会議員の議員報酬・期末手当等に係る経費。 

政政務務活活動動費費                                            5544,,000000 千千円円  

市議会議員の調査研究に資するため、必要な経費の一部として交付します。 

本本会会議議場場等等改改修修事事業業（（継継続続費費））（（新新規規））                  117722,,552244 千千円円  

市民に開かれた議会運営の維持向上を図るため、本会議場と委員会室の映像音響設備の

改修を行います。 

ささががみみははらら市市議議会会だだよよりり発発行行費費                            1166,,778855 千千円円  

市議会の活動状況を広く市民に周知し、議会及び市政に対する理解を深めてもらう

ため、「さがみはら市議会だより」を発行します。 

発行回数 年５回（定例号４回、臨時号１回） 

国国際際交交流流事事業業                                          33,,113366 千千円円  

友好都市である中国・無錫市との交流を深め、国際感覚の高揚と国際平和に寄与します。 

 

 

 

 

 

〈 予算編成の考え方 〉 

危機管理局では、危機管理、災害対応等において庁内各組織の総合調整や統括的な計画策

定などを行います。 

具体的な取組につきましては、今後懸念される大規模災害に備え、地域防災力の向上に資

する事業等に重点を置き、予算編成を行いました。なお、土木、消防など、様々な分野にお

ける対策を行う必要があるため、防災に関連する予算は複数の局に計上されています。 

防災関連の予算については、８ページ「防災関連経費の概要」をご覧ください。 

議 会 局 

危 機 管 理 局 

－ 33 －
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 (表２) 歳入予算の状況 

市税

38.4%

譲与税・交付金

7.5%
地方交付税

7.8%

国庫支出金

22.2%

県支出金

6.7%

繰入金

3.0%

繰越金

0.3%

市債

7.0%

その他

7.1%

７．一般会計予算案の解説 

  

  １１    歳歳  入入  

    歳入総額は３，７５０億円で、主な内訳は、

市税が１，４３８億円（構成比３８．４％）、

国庫支出金が約８３４億円（同２２．２％）、

譲与税・交付金が約２８３億円（同７．５％）、

市債が約２６１億円（同７．０％）などとな

っています。 

 

（グラフ２）歳入構成 

（単位：千円） 

歳入総額 

３，７５０億円 

令和７年度 構成比 令和６年度
対前年度
増減額

伸率

143,800,000 38.4% 134,200,000 9,600,000 7.2%

個人市民税 66,220,849 17.7% 59,730,363 6,490,486 10.9%

法人市民税 6,214,823 1.7% 5,959,758 255,065 4.3%

固定資産税 51,744,136 13.8% 49,140,917 2,603,219 5.3%

その他 19,620,192 5.2% 19,368,962 251,230 1.3%

28,335,000 7.5% 31,432,000 △ 3,097,000 △ 9.9%

地方特例交付金 880,000 0.2% 5,240,000 △ 4,360,000 △ 83.2%

その他 27,455,000 7.3% 26,192,000 1,263,000 4.8%

29,200,000 7.8% 26,600,000 2,600,000 9.8%

普通交付税 28,200,000 7.5% 25,600,000 2,600,000 10.2%

特別交付税 1,000,000 0.3% 1,000,000 0 0.0%

83,421,505 22.2% 71,300,660 12,120,845 17.0%

25,200,530 6.7% 20,608,962 4,591,568 22.3%

11,307,589 3.0% 10,336,218 971,371 9.4%

財政調整基金繰入金 8,328,764 2.2% 6,269,000 2,059,764 32.9%

その他 2,978,825 0.8% 4,067,218 △ 1,088,393 △ 26.8%

1,000,000 0.3% 2,300,000 △ 1,300,000 △ 56.5%

26,142,100 7.0% 20,922,200 5,219,900 24.9%

建設に係る市債 25,301,300 6.8% 15,381,400 9,919,900 64.5%

災害復旧事業債 840,000 0.2% 840,000 0 0.0%

臨時財政対策債 0 0.0% 4,700,000 △ 4,700,000 皆減

その他 800 0.0% 800 0 0.0%

26,593,276 7.1% 23,799,960 2,793,316 11.7%

375,000,000 100.0% 341,500,000 33,500,000 9.8%

 その他

合　　計

 県 支 出 金

 繰　入　金

 繰　越　金

 市　　債

 国 庫 支 出 金

項　　目

 市　　税

 譲与税・交付金

 地 方 交 付 税
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○ 国・県支出金は、物価高騰対応に係る地方創生臨時交付金の計上や、

情報システム標準化経費、社会保障施策に係る扶助費等の増加に伴い、

前年度に比べ２．０ポイント上昇の２８．９％となっています。 
 
○ 譲与税・交付金・交付税は、定額減税減収補塡特例交付金が減少し

たことなどから、前年度に比べ１．７ポイント低下の１５．３％とな

っています。 

38.4

39.3
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15.3

17.0
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10.4

13.1

12.9

17.0

11.6

28.9

26.9

28.5 

29.9 

28.1

41.5

24.7

23.4

23.3

23.2

7.0

6.1

5.3 

5.5 

7.6

6.7

8.9

9.5

8.9

6.7

10.4 

10.7 

10.1 

12.0

11.2

7.8

10.4

10.9

11.4

14.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

RR77

RR66

RR55

RR44

RR33

RR22

RR11

HH3300

HH2299

HH2288

(グラフ３) 歳入構成の推移 

 

※Ｒ５年度までは決算額、Ｒ６・Ｒ７年度は当初予算額 
※Ｒ２年度の国・県支出金は、特別定額給付金事業補助金の影響により構成比が大きくなっている。 

市債 市税 譲与税・交付金・交付税 国・県支出金 その他 
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①①  市 税    はは９９６６．．００億億円円のの増増収収（（１１，，３３４４２２億億円円
 令和６年度       

  ⇒⇒  １１，，４４３３８８億億円円
 令和７年度       

））    

                            対対前前年年度度比比：：＋＋７７．．２２％％  

市税収入は、令和６年度に比べ９６．０億円増の１，４３８億円となっています。 
主な税目では、個人市民税は定額減税の終了や雇用・所得環境の改善により約６４．９

億円の増収、固定資産税は大幅な設備投資が行われたことなどにより約２６．０億円の増

収を見込んでいます。 
徴収率については、現年課税分が９９．２９％（対前年度比０．０５ポイント増）、滞

納繰越分が３５．５３％（対前年度比１．２３ポイント増）、市税全体では９８．２０％

（対前年度比０．１６ポイント増）を見込んでいます。 
 
 

 

 

  消費税率引上げ分の使途 ににつついいてて  

社会保障の充実・安定化に資するため、平成２６年４月に消費税率が８％に、令和元年１０月には
１０％に引上げられました。これらによる増収分は、全て年金・医療・介護・少子化対策等の社会保
障４経費その他社会保障施策に要する経費の中で、「社会保障の充実・安定化」のために充てられま
す。 
令和７年度当初予算では、消費税率の引上げによる地方消費税交付金の増収分として９６．３億円

を見込んでいます。 
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（グラフ４） 市税収入の推移 

分 野 主な事業内容 事業費 
市負担分 

 うち活用額 

医 療 国民健康保険の低所得者保険税軽減・保険者支援制度 

拡充など 
45,335 25,914 3,545 

介 護 介護保険第１号被保険者保険料の低所得者軽減強化など 9,503 9,097 1,245 

少子化 民間保育所等運営支援など 52,666 18,213 2,492 

その他 障害福祉サービス等費用、自立支援推進事業など 60,354 17,132 2,344 

 【本市の社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費】 
総事業費 約１，６７９億円（うち一般財源 約７０４億円） 
 

（単位：百万円） 

※Ｒ５年度までは決算額、Ｒ６・Ｒ７年度は当初予算額 
※Ｈ３０年度から個人住民税所得割の税率２％相当分が県から税源移譲されている。 
※Ｒ６年度は個人市民税の定額減税（約４３億円）の影響が含まれている。 

(億円) 
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②②  譲与税・交付金  はは３３１１．．００億億円円のの減減少少  （（  ３３１１４４億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ２２８８３３億億円円
令和７年度

））  

                                          対対前前年年度度比比：：△△９９．．９９％％  

  譲与税・交付金は、物価高の影響等により地方消費税交付金の１３億円の増加を見込む

ものの、定額減税減収補塡特例交付金の減少などにより、前年度に比べ約３１．０億円減少

の約２８３億円となっています。 
  

③③  地方交付税  はは２２６６．．００億億円円のの増増加加  （（  ２２６６６６億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ２２９９２２億億円円
令和７年度

））  

                                          対対前前年年度度比比：：＋＋９９．．８８％％  

 地方交付税は、地方公共団体間の財源の不均衡の調整と、財源の保障を目的とするもの

です。 
令和７年度は、普通交付税の算定基礎となる基準財政収入額の増額により、本市の普通

交付税算定上の財源不足額が減少することが見込まれますが、臨時財政対策債の新規発

行額が平成１３年の制度創設以来初めてなくなったことなどにより、普通交付税につい

ては、前年度に比べ２６億円増加の２８２億円となっています。 
 また、特別交付税については、前年度と同額の１０億円となっています。  

  

④④  国庫支出金  はは１１２２１１．．２２億億円円のの増増加加  （（  ７７１１３３億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ８８３３４４億億円円
令和７年度

））  

                                        対対前前年年度度比比：：＋＋１１７７．．００％％  

国庫支出金は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の計上や、情報システム標準化

経費に係るデジタル基盤改革支援補助金、児童手当の拡充に伴う児童手当負担金の増加な

どにより、前年度に比べ約１２１．２億円増加の約８３４億円となっています。 
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⑤⑤  市 債  はは５５２２．．２２億億円円のの増増加加  （（  ２２００９９億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ２２６６１１億億円円
令和７年度

））  

    対対前前年年度度比比：：２２４４．．９９％％  

  市債は、前年度に比べ約５２．２億円増加の約２６１億円となっています。 
  建設債については、市が公共施設等を建設する際などに、その財源の一部として借入れ

を行うもので、令和７年度は小中学校校舎の長寿命化改修事業に係る経費が増加したこ

となどにより前年度に比べ約９９．２億円増加の約２５３億円となっています。 
  一方で、普通交付税の振替である臨時財政対策債については、新規発行額がなくなった

ことから、前年度の４７億円から皆減となっています。 
令和７年度末の市債残高は前年度に比べ約３３億円増加の約２，４９９億円となる見

込みです。そのうち、建設債の残高は、前年度に比べ約１３２億円増加の約１，１３３億

円、臨時財政対策債の残高は、前年度に比べ約９９億円減少の約１，３１７億円となる見

込みです。 
また、他都市との比較が可能である令和４年度普通会計決算についてみると、市民一人

当たりの市債残高（臨時財政対策債を含む。）は、指定都市２０都市中、少ない方から３

番目となっています。 
※ 臨時財政対策債の元利償還金は、償還する各年度の基準財政需要額に全額算入され、

その年度に財源不足が発生すれば地方交付税として交付（補てん）される仕組みとなっ

ています。 
※ 普通会計とは、地方公共団体の財政状況を比較する際に用いられる会計区分で、一般

会計のほか、特別会計のうち地方公営事業会計に係るもの以外のものの純計額です。 
 

（グラフ５） 市債年度末残高の推移（R6・R7 年度は残高見込） 

その他 

臨時財政対策債 

建設債 

(億円) 
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議会費

0.3% 総務費

9.9%

民生費

43.4%衛生費

8.6%
労働費

0.2%

農林水産業費

0.3%

商工費

4.3%

土木費

7.5%

消防費

2.7%

教育費

16.3%

災害復旧費

0.3%

公債費

6.2%
その他

0.0%

２２    歳歳出出（（目目的的別別））  

 

 行政サービスの目的や組織に応じた分類 
 

   歳出の目的別の内訳では、民生費が 
約１，６２９億円（構成比４３．４％）、 
教育費が約６１０億円（同１６．３％）、 
総務費が約３７２億円（同９．９％）、 
衛生費が約３２１億円（同８．６％） 
などとなっています。 

 

  

 

 

（表３）目的別歳出予算の状況 
 （単位：千円） 

（グラフ６）目的別歳出構成 歳出総額 

３，７５０億円 

令和７年度
構成比
(％)

令和６年度
対前年度
増減額

伸率
（％）

1,193,316 0.3% 1,008,578 184,738 18.3%

37,224,140 9.9% 30,916,181 6,307,959 20.4%

162,916,077 43.4% 147,303,052 15,613,025 10.6%

32,106,124 8.6% 28,696,642 3,409,482 11.9%

683,417 0.2% 402,116 281,301 70.0%

1,123,526 0.3% 944,645 178,881 18.9%

15,954,373 4.3% 11,878,495 4,075,878 34.3%

28,315,044 7.5% 27,617,926 697,118 2.5%

10,043,057 2.7% 9,852,808 190,249 1.9%

61,003,826 16.3% 55,864,363 5,139,463 9.2%

1,000,000 0.3% 1,001,238 △ 1,238 △0.1%

23,232,938 6.2% 25,808,033 △ 2,575,095 △10.0%

204,162 0.0% 205,923 △ 1,761 △0.9%

375,000,000 100.0% 341,500,000 33,500,000 9.8%合　　計

その他

公債費

項　　目

議会費

民生費

総務費

目
的
別
内
訳

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

災害復旧費

土木費

消防費

教育費
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災害復旧費
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6.2%
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0.0%

２２    歳歳出出（（目目的的別別））  

 

 行政サービスの目的や組織に応じた分類 
 

   歳出の目的別の内訳では、民生費が 
約１，６２９億円（構成比４３．４％）、 
教育費が約６１０億円（同１６．３％）、 
総務費が約３７２億円（同９．９％）、 
衛生費が約３２１億円（同８．６％） 
などとなっています。 

 

  

 

 

（表３）目的別歳出予算の状況 
 （単位：千円） 

（グラフ６）目的別歳出構成 歳出総額 

３，７５０億円 

令和７年度
構成比
(％)

令和６年度
対前年度
増減額

伸率
（％）

1,193,316 0.3% 1,008,578 184,738 18.3%

37,224,140 9.9% 30,916,181 6,307,959 20.4%

162,916,077 43.4% 147,303,052 15,613,025 10.6%

32,106,124 8.6% 28,696,642 3,409,482 11.9%

683,417 0.2% 402,116 281,301 70.0%

1,123,526 0.3% 944,645 178,881 18.9%

15,954,373 4.3% 11,878,495 4,075,878 34.3%

28,315,044 7.5% 27,617,926 697,118 2.5%

10,043,057 2.7% 9,852,808 190,249 1.9%

61,003,826 16.3% 55,864,363 5,139,463 9.2%

1,000,000 0.3% 1,001,238 △ 1,238 △0.1%

23,232,938 6.2% 25,808,033 △ 2,575,095 △10.0%

204,162 0.0% 205,923 △ 1,761 △0.9%

375,000,000 100.0% 341,500,000 33,500,000 9.8%合　　計

その他

公債費

項　　目

議会費

民生費

総務費

目
的
別
内
訳

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

災害復旧費

土木費

消防費

教育費
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①①  民生費  はは１１５５６６．．１１億億円円のの増増加加  （（  １１，，４４７７３３億億円円
 令和６年度

⇒⇒  １１，，６６２２９９億億円円
 令和７年度

  ）） 

          対対前前年年度度比比：：＋＋１１００．．６６％％  

（民生費：障害者福祉や高齢者福祉、子育て支援などの予算）   

◆ 児童手当の拡充や教育・保育施設等給付費、障害児者介護給付費等の増加などから、

全体で約１５６．１億円の増加となっています。 
 
 
 
 

②②  衛生費  はは３３４４．．１１億億円円のの増増加加  （（  ２２８８７７億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ３３２２１１億億円円
令和７年度

  ））  

                 対対前前年年度度比比：：＋＋１１１１．．９９％％  

（衛生費：感染症対策、健康の増進、ごみ処理、環境保全などの予算）  

◆ ウェルネスさがみはらの改修事業、清掃工場の点検及び改良事業費用の増加や、

帯状疱疹定期接種を新たに実施することなどにより、全体で約３４．１億円の増加

となっています。 
 
 
 

③③  土木費  はは７７．．００億億円円のの増増加加  （（  ２２７７６６億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ２２８８３３億億円円
令和７年度

  ）） 

                 対対前前年年度度比比：：＋＋２２．．５５％％  

    （土木費：道路や公園、市営住宅の維持管理や整備などの予算） 
◆ 県道５２号（相模原町田）道路改良事業費や子育て応援公園改修事業費の増加や、

道路の維持管理費等を計上したことなどから、全体で約７．０億円の増額となってい

ます。 
◆ 市民のくらしの安全・安心を確保する観点から、道路や橋りょう等の長寿命化事業

に要する経費について、適切に所要額を確保しています。 
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〇 総務費は、情報システム標準化経費や文化施設改修事業費の増

加などにより、前年度に比べ約６３億円増加の約３７２億円とな

っています。 

○ 商工費は、物価高騰対応経済対策事業費の計上などにより、約

４１億円増加の約１６０億円となっています。 
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④④  教育費  はは５５１１．．４４億億円円のの増増加加（（  ５５５５９９億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ６６１１００億億円円
令和７年度

  ））  

               対対前前年年度度比比：：＋＋９９．．２２％％    

（教育費：学校教育や生涯学習などの予算）  

◆ 小中学校校舎の長寿命化改修事業や屋内運動場の空調整備に係る経費の増加や、物価高

騰を受けた学校給食費の改定に伴う子育て世帯への負担軽減に係る経費を計上したこと

などから、全体で約５１．４億円の増加となっています。 

 
 

          （グラフ７）目的別歳出構成の推移 

 

     

 

※Ｒ５年度までは決算額、Ｒ６・Ｒ７年度は当初予算額 
※Ｒ２年度の商工費は、特別定額給付金事業の影響により構成比が大きくなっている。 

総務費      民生費     衛生費       商工費  土木費  消防費  教育費 公債費 その他 
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人件費

22.0%

扶助費

30.9%
公債費

6.2%

投資的経費

9.9%

物件費

15.1%

補助費等

4.8%

維持補修費

1.2%

その他

9.9%

予備費

0.1%

  ３３    歳歳  出出（（性性質質別別））  

  経費の性質に応じた分類  

歳出の性質別の内訳は、扶助費が 
 約１，１６０億円（構成比３０．９％）、 
 人件費が約８２３億円（同２２．０％）、 
 物件費が約５６８億円（同１５．１％）、 
 公債費が約２３２億円（同６．２％） 
などとなっています。 
 人件費、扶助費及び公債費からなる 
義務的経費は、人件費と扶助費の増加に 
より、前年度に比べ３．９％増加の 
約２，２１５億円（同５９．１％）となっています。 

  公共施設の整備等に要する経費である投資的経費は、前年度に比べ４７．８％増加の 
約３７３億円（同９．９％）となっています。 

（表４）性質別歳出予算の状況 
（単位：千円） 

義務的経費 ５９．１％ 

（グラフ８）性質別歳出構成 

令和７年度 構成比 令和６年度
対前年度
増減額

伸率

277,555,470 74.0% 256,369,888 21,185,582 8.3%

人件費 82,304,196 22.0% 80,433,426 1,870,770 2.3%

物件費 56,774,327 15.1% 49,478,873 7,295,454 14.7%

補助費等 17,817,305 4.8% 14,716,157 3,101,148 21.1%

維持補修費 4,672,260 1.2% 4,673,115 △ 855 △0.0%

扶助費 115,987,382 30.9% 107,068,317 8,919,065 8.3%

37,311,322 9.9% 25,236,487 12,074,835 47.8%

補助事業 8,890,104 2.3% 5,457,283 3,432,821 62.9%

単独事業 28,421,218 7.6% 19,779,204 8,642,014 43.7%

59,933,208 16.0% 59,693,625 239,583 0.4%

うち公債費 23,169,268 6.2% 25,737,697 △ 2,568,429 △10.0%

200,000 0.1% 200,000 0 0.0%

375,000,000 100.0% 341,500,000 33,500,000 9.8%

【再　掲】

221,460,846 59.1% 213,239,440 8,221,406 3.9%

人件費 82,304,196 22.0% 80,433,426 1,870,770 2.3%

扶助費 115,987,382 30.9% 107,068,317 8,919,065 8.3%

公債費 23,169,268 6.2% 25,737,697 △ 2,568,429 △10.0%

項　　目

性
質
別
内
訳

消費的経費

性
質
別
内
訳

義務的経費

その他

合　　計

投資的経費

予備費
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※Ｒ５年度までは決算額、Ｒ６・Ｒ７年度は当初予算額 

456 
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(億円) 人件費 職員定数

770 800 826 876 922 

1,094 1,053 1,089 1,071 
1,160 

0
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1,000

1,250

ＨＨ2288 ＨＨ2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66 RR77

①① 人件費  はは１１８８．．７７億億円円のの増増加加  （（  ８８００４４億億円円
令和６年度

  ⇒⇒    ８８２２３３億億円円
令和７年度

  ））  

                 対対前前年年度度比比：：＋＋２２．．３３％％    

◆ 職員の定年引上げによる定年退職者が生じない年度による退職手当の減少があ

る一方、市人事委員会勧告に基づく、月例給や期末・勤勉手当等の引上げのほ

か、定数管理計画の見直し（４２０人増加）に伴い、職員数を３年間かけて増員

することにより、全体で約１８．７億円の増加となっています。また、令和７年

度の定数は８，２５０人になります。 

（グラフ９）人件費と職員定数の推移 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②   扶助費  はは８８９９．．２２億億円円のの増増加加  （（  １１，，００７７１１億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  １１，，１１６６００億億円円
令和７年度

  ））  

                   対対前前年年度度比比：：＋＋８８．．３３％％  

（扶助費：社会保障制度の一環として生活困窮者、高齢者、児童、障害者等に対する 
様々な支援を行う経費） 

◆ 児童手当が約２３億円、教育・保育施設等給付費（施設型給付費、地域型保育

給付費など）が約２２億円、障害児者介護給付費等が約１５億円の増加となった

ことなどにより、扶助費全体では、約８９．２億円の増加となっています。 

（グラフ 10）扶助費の推移 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

※人件費は、各年度とも当初予算額 

※Ｈ２９年度から県費負担教職員の給与負担等の権限移譲分を含む。 

※Ｒ２年度から会計年度任用職員の給与を含む。 

※職員定数には、短時間勤務職員を含まない。 

(億円) 
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(億円)

③③   公債費  はは２２５５．．７７億億円円のの減減少少  （（  ２２５５７７億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ２２３３２２億億円円
令和７年度

  ）） 

                対対前前年年度度比比：：△△１１００．．００％％  

（公債費：市債の償還に要する経費） 
◆ 市債残高の減少傾向に伴い、償還元金が減少していることから、公債費全体では 

約２５．７億円の減少となっています。 
 

 

 （グラフ 11）公債費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

④④   投資的経費  はは１１２２００．．７７億億円円のの増増加加  （（  ２２５５２２億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ３３７７３３億億円円
令和７年度

  ）） 

                    対対前前年年度度比比：：＋＋４４７７．．８８％％  

（投資的経費：公共施設の整備等に要する経費）  

◆ 小中学校校舎の長寿命化改修事業や県道５２号（相模原町田）道路改良事業費に係

る経費が増加したことなどから、全体で約１２０．７億円の増加となっています。 
◆ 市民のくらしの安全・安心を確保する観点から、老朽化する公共施設等の長寿命

化事業に要する経費などについて、適切に所要額を確保しています。 

⑤⑤  その他経費  ・・・・・・繰出金はは００．．６６億億円円のの減減少少  （（  ２２３３３３億億円円
令和６年度

  ⇒⇒  ２２３３２２億億円円
令和７年度

  ）） 

        対対前前年年度度比比：：△△００．．００％％  

（繰出金：一般会計から特別会計等へ支出される経費） 
◆ 主な繰出し先 

介護保険事業特別会計への繰出金   約９５億円（前年度比 ＋約２．７億円） 
国民健康保険事業特別会計への繰出金 約５３億円（前年度比 △約０．１億円） 
下水道事業会計への繰出金      約４４億円（前年度比 ＋約３．２億円） 
麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業特別会計への繰出金 

                    約１４億円（前年度比 △約６．０億円） 

※Ｒ５年度までは決算額、Ｒ６・Ｒ７年度は当初予算額 

＜参考＞公債費は、目的別歳出の公債費と性質別歳出の公債費で金額が違います。 
目的別では、元金償還、利払いなどのほか、支払手数料等の事務経費が計上されますが、 
性質別では、事務経費が物件費として取り扱われるため差が生じます。 
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         （グラフ 13）消費的経費と投資的経費の推移 
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４４    財財政政調調整整基基金金  

 
財政調整基金は、大規模な建設事業、災害復旧、地方債の繰上償還その他財源の不足を

生じたときの財源とするために設置しています。 
この基金については、当初予算編成時に翌年度中の取崩し予定額を繰入金として歳入

予算に計上しており、令和７年度の取崩し予定額は、約８３億円です。 
また、各年度末時の基金現在高は、出納閉鎖期日後に実質収支の一部の積立てを行うこ

とから、決算後に確定します。 
 

（グラフ 14）財政調整基金残高の推移 

 
※Ｒ５年度までは各年度末における基金現在高、 

Ｒ６年度は予算額ベースの基金現在高見込みであり、年度末現在高は 

決算後に確定します。 
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５５    市市民民一一人人当当たたりりのの予予算算額額   
  

（表５）市民一人当たりの予算額 

市民一人当たりの予算額は、予算額

を相模原市の人口で割ったものです。 
（723,407 人、令和７年１月１日現在） 
 
市民一人当たりの予算額は、約５２ 

万円です。このうち福祉・子育て支援

などの民生費が約２３万円、保健、ご

み処理などの衛生費が約４万円、土木

費が約４万円、教育費が約８万円など

となっています。 
また、過去に借り入れた市債を償還す

るための公債費は一人当たり約３万円

です。 
  

 
  
 
 

 

議会費

1,650 

総務費

51,457 

民生費

225,207 
衛生費

44,382 

労働費

945 

農林水産業費

1,553 

商工費

22,054 

土木費

39,141 

消防費

13,883 

教育費

84,327 

公債費

32,116 

その他

1,665 

費 目 
Ｒ７当初予算額

（千円） 
一人当たりの 
予算額（円） 

議会費 1,193,316 1,650 
総務費 37,224,140 51,457 
民生費 162,916,077 225,207 
衛生費 32,106,124 44,382 
労働費 683,417 945 
農林水産業費 1,123,526 1,553 
商工費 15,954,373 22,054 
土木費 28,315,044 39,141 
消防費 10,043,057 13,883 
教育費 61,003,826 84,327 
公債費 23,232,938 32,116 
その他 1,204,162 1,665 

合計 375,000,000 518,380 

（グラフ 15）市民一人当たりの予算額の内訳 

（単位：円） 
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８．特別会計、公営企業会計予算案の概要 

 
相模原市では、一般会計のほか９つの特別会計を設置しています。 
特別会計全体では、約２，０２７億円で、令和６年度に比べ約９億円の減少 

となっています。 
これは、介護保険事業が要介護認定者数等の増加に伴う保険給付費の増加等により

約２０億円の増加、公共用地先行取得事業がリニア関連の道路用地等の用地取得事業

費の増加により約１６億円の増加となった一方、公債管理が償還元金の減少等により

約４９億円の減少となったためです。 
また、公営企業会計全体では、約３１９億円で、令和６年度に比べ約１２億円の減少

となっています。 
 
 

 （表６）特別会計予算の状況       （単位：千円） 

  

（表７）公営企業会計予算の状況     （単位：千円） 

 

202,680,300 203,559,900 △ 879,600 △ 0.4%

68,588,000 69,038,000 △ 450,000 △ 0.7%

事 業 勘 定 68,339,000 68,794,000 △ 455,000 △ 0.7%

直 営 診 療 勘 定 249,000 244,000 5,000 2.0%

63,384,000 61,408,000 1,976,000 3.2%

254,000 270,000 △ 16,000 △ 5.9%

12,886,000 12,450,000 436,000 3.5%

1,021,000 988,000 33,000 3.3%

2,408,000 2,100,000 308,000 14.7%

6,810,000 5,211,000 1,599,000 30.7%

189,300 86,900 102,400 117.8%

47,140,000 52,008,000 △ 4,868,000 △ 9.4%

母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 事 業

麻 溝 台 ・ 新 磯 野 第 一 整 備 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業

国 民 健 康 保 険 事 業

伸率

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業

公 債 管 理

財 産 区

対前年度
増減額

特 別 会 計 合 計

会計名 令和７年度 令和６年度

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

自 動 車 駐 車 場 事 業

介 護 保 険 事 業

31,924,236 33,078,851 △ 1,154,615 △ 3.5%

658,958 574,723 84,235 14.7%

31,265,278 32,504,128 △ 1,238,850 △ 3.8%

伸率

下 水 道 事 業

公 営 企 業 会 計 合 計

令和７年度

簡 易 水 道 事 業

令和６年度
対前年度
増減額

会計名
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